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　市では、住所を分かりや
すく、住みよいまちづくり
を進めるために住居表示整
備事業を実施します。
　住居表示の整備は、旧石
部町域では平成14年度に
完了していますが、旧甲西
町域では未実施となってい
ます。そのため、Aから E
地域の住居表示整備を平成
26年度完了をめざして進め
ていきます。
　Aの菩提寺地域について
は、平成18年度から準備を
進めており、平成20年度か
ら実施していきます。今後、
準備が整ったところから行
政区ごとに全世帯対象の説
明会を開催していきますの
で、ご理解とご協力をお願
いします。

■問い合わせ先
市民課住居表示推進室〔共
同福祉施設〕  　　   
�71◦2301  �71◦2355
Ｅメール：shimin@city.
konan.shiga.jp

　住居表示は、現在の「町名」と「地番」で表している住所を『住居表示に
関する法律』に基づき、「町名」と「街区符号」、「住居番号」によって、だ
れにでも分かりやすい住所の表し方に変えるもので、わたしたちの日常
生活をより快適なものにする非常に合理的なシステムです。

住所の表し方（例）
住居表示後の住所は、
「町名」、「街区符号」、
「住居番号」によって
次のように表します。

  新しい住居表示制度とは

地番の持つ問題点
１． 地番が順序よく並

んでいない
２． 一つの地番にたく

さんの枝番がある

新しい住居表示のメリット
１． 訪問者が目的の建物や人を探すこと

が容易になる
２． 救急車やパトカー、消防車などが早

く目的地を特定することができる

旧甲西町域での
住居表示整備事業を進めます

＜現在の表し方＞
菩提寺 ○○番地　

菩提寺 ○○番地○

町名 地番

町名 地番

＜新しい表し方＞
あさひ○丁目 ○番 ○号

あさひ○丁目 ○番 ○－○○○号
町名 住居番号街区符号

町名 住居番号街区符号

住居表示整備事業推進計画

A

D

E

B

C
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運
行
ル
ー
ト
、
ダ
イ
ヤ
を

一
部
改
正
し
ま
し
た

運
行
ル
ー
ト
、
ダ
イ
ヤ
を

一
部
改
正
し
ま
し
た

コミュニティバス

運
行
ル
ー
ト
の
見
直
し

◆
め
ぐ
る
く
ん

　

③
便（
石
部
駅
午
前
7
時
37
分

着
）、
⑤
便（
石
部
駅
午
前
8
時

18
分
着
）は
、
西
方
向
か
ら
旧
東

海
道
へ
進
入
し
て
く
る
通
過
車
両

が
多
い
た
め
、
バ
ス
が
立
ち
往
生

す
る
こ
と
が
多
く
危
険
で
す
。
安

全
運
行
の
た
め
に
県
道
バ
イ
パ
ス

（
長
寿
寺
本
堂
線
）を
迂
回
運
行
し

ま
す
。

◆
ふ
れ
あ
い
号（
医
療
セ
ン
タ
ー

ル
ー
ト
）

　

1
日
6
便
の
運
行
で
利
用
が
1

日
平
均
2
人
と
少
な
い
た
め
、
利

用
者
の
増
加
を
図
り
、
⑤
便
、
⑥

便
の
み
次
の
と
お
り
医
療
セ
ン

タ
ー
か
ら
甲
西
駅
北
口
行
き
の
運

行
ル
ー
ト
を
変
更
し
ま
し
た
。

〔
現
行
ル
ー
ト
〕

　

石
部
医
療
セ
ン
タ
ー
→
西
柑
子

袋
→
仲
町
→
大
池
町
→
甲
西
駅
北

口〔
改
正
ル
ー
ト
〕

　

石
部
医
療
セ
ン
タ
ー
→
西
柑
子

袋
→
農
道
柑
子
袋
→（
国
道
経
由
）

新
柑
子
袋
→
甲
西
駅
北
口

※「
ふ
れ
あ
い
号（
ひ
ば
り
ヶ
丘

線
）」
の
運
行
ル
ー
ト
変
更
に

つ
い
て「
広
報
こ
な
ん
」
3
月

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

現
行
ど
お
り
岩
根
小
学
校
経
由

で
運
行
し
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
草
津
線
ダ
イ
ヤ
改
正
に

伴
う
ダ
イ
ヤ
調
整

　

Ｊ
Ｒ
草
津
線
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に

合
わ
せ
て
、
三
雲
駅
、
甲
西
駅
、

石
部
駅
で
の
接
続
ダ
イ
ヤ
を
調
整

し
ま
し
た
。

み
ん
な
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
！　

　

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

｢
ふ
れ
あ
い
号｣

｢

め
ぐ
る
く

ん｣
は
、
通
勤
・
通
学
、
通

院
や
買
い
物
な
ど
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
日
常
生
活
を
支
え

る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。

　

お
出
か
け
の
際
は
ぜ
ひ
市

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

安
心
安
全
課
交
通
対
策
担
当

〔
東
庁
舎
〕   

�
71
◦
2
3
1
1

　

市
で
は
、
市
民
参
加
の
も
と
に

市
民
の
生
活
交
通
で
あ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
を
運
行
、
維
持
し
、

安
心
安
全
の
確
保
を
図
る
た
め

「
湖
南
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運

行
を
考
え
る
市
民
会
議
」を
一
昨

年
４
月
に
設
置
し
、
そ
こ
で
の
議

論
を
参
考
に
運
行
ル
ー
ト
や
ダ
イ

ヤ
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
数　

5
人

■
応
募
資
格　

市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
運
行
に
つ
い
て
関
心
を
持

ち
、
広
い
視
野
に
立
っ
て
意
見

や
提
案
を
し
て
い
た
だ
け
る
市

内
在
住
の
18
歳
以
上
の
人（
平

成
19
年
4
月
1
日
現
在
。
高
校

生
は
除
く
）。

※
議
員
や
公
務
員
は
除
き
ま
す
。

※
現
在
す
で
に
市
の
ほ
か
の
審
議

会
な
ど
の
委
員
に
な
っ
て
い
る

人
は
意
向
に
添
え
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

■
委
嘱
期
間　

お
お
む
ね
１
年
間

　
（
年
4
回
程
度
の
会
議
な
ど
）

■
応
募
方
法　

4
月
16
日
（
月
）

（
必
着
）ま
で
に
応
募
申
込
書
と

湖
南
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

運
行
に
つ
い
て
の
提
案
や
意
見

な
ど
を
8
0
0
字
以
内
に
ま
と

め
た
レ
ポ
ー
ト（
様
式
は
問
い

ま
せ
ん
）を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー

ル
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

※
申
込
書
は
、
安
心
安
全
課
、
市

民
生
活
課（
西
庁
舎
）、
各
出
張

所
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。
ま

た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
申
込
書
、
レ
ポ
ー
ト
は
返
却
し

ま
せ
ん
。

■
選
考
方
法　

書
類
選
考

※
選
考
結
果
は
応
募
者
全
員
に
通

知
し
ま
す
。

■
そ
の
他　

応
募
に
要
す
る
費
用

は
支
給
し
ま
せ
ん
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

安
心
安
全
課
交
通
対
策
担
当

〔
東
庁
舎
〕（
〒
5
2
0

−

３
２

８
８
住
所
記
載
不
要
）

�
71
◦
２
３
１
１

�
72
◦
２
０
０
０

Ｅ
メ
ー
ル
：anzen@city.konan.

shiga.jp
湖
南
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
を

考
え
る
市
民
会
議 

委
員
募
集

　

市
で
は
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
要
望
や
、「
湖
南
市
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
を
考
え
る
市
民
会
議
」で
の
意
見
を
も
と
に
、
4

月
1
日
か
ら
湖
南
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
ル
ー
ト
、
ダ
イ

ヤ
を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
改
正
を
盛
り
込
ん
だ
時
刻
表
と
運
行
系
統
図
は

バ
ス
車
内
、
回
数
券
・
定
期
券
の
販
売
窓
口
に
備
え
付
け
て
い
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

4月1日
から

運
行
ル
ー
ト
、
ダ
イ
ヤ
を

一
部
改
正
し
ま
し
た



2007.4  Konan �

市
内
に
は
、
外
国
籍
の
人
が
多

く
暮
ら
し
て
い
ま
す

　

市
の
外
国
人
登
録
者
数
は
3
千

3
2
3
人（
1
月
1
日
現
在
）、
市

人
口
の
6
％
近
く
を
占
め
て
い
ま

す
。
な
か
で
も
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
と

ペ
ル
ー
人
が
多
く
、
合
わ
せ
る
と

外
国
人
登
録
者
数
の
７
割
と
な
り

ま
す
。

な
ぜ
、
外
国
人
が
増
え
た
の
か

　

歴
史
的
に
は
、
１
９
７
０
年
代

ま
で
は
、
日
本
の
外
国
人
住
民
の

大
半
は
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
で
し

た
。そ
の
後
1
9
8
0
年
代
以
降
、

経
済
活
動
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に

伴
っ
て
国
境
を
越
え
る
人
の
移
動

が
活
発
化
し
た
の
で
す
。

　

１
９
９
０
年
に
は｢

入
管
法｣

の
改
正
で
、
南
米
出
身
の
日
系
人

の
来
日
が
促
進
さ
れ
、
ブ
ラ
ジ
ル

人
の
入
国
が
顕
著
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
日
系
人
で
あ
れ
ば
、
短

期
滞
在
で
来
日
し
た
と
き
で
も
、

滞
在
中
に
資
格
変
更
や
滞
在
期
間

更
新
が
で
き
、
就
労
の
制
限
も
な

く
、
ほ
と
ん
ど
の
職
種
に
就
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

湖
南
市
国
際
協
会
の
設
立
を
め
ざ
し
て

　

こ
の
入
管
法
の
改
正
は
、
日
本

人
と
の
血
縁
的
つ
な
が
り
に
着
眼

し
た
も
の
で
、
国
内
の
経
済
効
果

を
直
接
の
ね
ら
い
と
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
、

当
時
の
日
本
は
バ
ブ
ル
経
済
に

入
っ
た
こ
ろ
で
、
製
造
業
の
人
手

不
足
が
深
刻
化
し
て
い
ま
し
た
。

一
方
、
当
時
の
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、

長
期
的
な
イ
ン
フ
レ
が
続
い
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
両
国
の
経
済
状
況
下
で
、

日
本
・
ブ
ラ
ジ
ル
間
の
人
口
移
動

が
急
速
に
拍
車
を
か
け
加
速
し
て

い
き
ま
し
た
。

在
住
南
米
人
の
先
祖
は
日
本
人

　

日
本
人
が
移
民
船「
笠
戸
丸
」

で
新
天
地
ブ
ラ
ジ
ル
を
め
ざ
し
て

か
ら
、
来
年
で
ち
ょ
う
ど
百
年
目

に
な
り
ま
す
。
遠
い
異
国
の
地
で

苦
労
を
重
ね
て
生
き
て
き
た
日
本

人
の
子
孫
が
、
縁
あ
っ
て
今
ま
た

日
本
に
暮
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
の

で
す
。

　

わ
た
し
た
ち
は
、
こ
れ
ら
移
民

の
ル
ー
ツ
を
学
び
、
思
い
や
り
の

目
で
見
守
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

外
国
人
と
日
本
人
と
の
共
生

　　

湖
南
市
は
製
造
業
が
盛
ん
な
ま

ち
と
し
て
、
日
系
南
米
人
は
も
と

よ
り
、
最
近
で
は
中
国
人
研
修
生

の
受
け
入
れ
も
多
く
な
り
、
さ
ら

に
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
東
南
ア
ジ
ア
の

人
々
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
外
国

人
労
働
者
を
受
け
入
れ
や
す
い
環

境
で
あ
る
本
市
で
は
、
わ
た
し
た

ち
の
周
り
に
さ
ま
ざ
ま
な
国
籍
の

市
民
が
暮
ら
す
こ
と
は
珍
し
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　

外
国
人
が
日
本
で
暮
ら
す
に

は
、日
本
の
文
化
を
理
解
し
、ル
ー

ル
で
成
り
立
つ
社
会
に
暮
ら
す
と

い
う
自
覚
が
必
要
で
、
湖
南
市
の

ル
ー
ル
を
理
解
す
る
こ
と
も
大
切

で
す
。

　

ま
た
、
共
に
生
活
し
て
い
く
た

め
に
は
、
日
本
人
と
外
国
人
が

も
っ
と
お
互
い
に
関
心
を
持
つ
こ

と
も
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
日
本
人
も
地
域
に
ど
ん
な
国

の
人
が
ど
れ
だ
け
住
ん
で
い
る
か

を
知
り
、
地
域
の
行
事
な
ど
へ
の

参
加
を
積
極
的
に
呼
び
か
け
る
こ

と
も
大
切
で
す
。

市
内
の
現
状

　

現
在
、
市
役
所
に
は
５
人
の
翻

訳
・
通
訳
担
当
職
員
を
配
置
し
て

い
ま
す
。
日
本
語
が
理
解
で
き
な

い
外
国
人
住
民
が
市
役
所
を
訪
れ

た
と
き
に
通
訳
を
し
た
り
、
電
話

で
の
相
談
に
も
頻
繁
に
応
じ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
公
立
学
校
に
お
い

て
も
、
通
訳
指
導
員
の
配
置
や
地

域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援
に
よ

る
授
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
指
導
員
が
不
足
し

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

国
際
協
会
の
設
立
へ

　

こ
う
し
た
市
内
の
状
況
下
で
、

昨
年
６
月
に
、
市
内
に
在
住
の
日

本
語
指
導
者
や
、
外
国
に
住
ん
だ

経
験
の
あ
る
人
、
外
国
人
と
仕
事

を
し
て
い
る
人
な
ど
が
集
ま
り
、

在
住
外
国
人
の
現
状
に
つ
い
て
、

懇
談
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
多
文
化
共
生
社
会
を
め
ざ
し

た
協
会
を
設
立
し
、
運
営
し
て
行

く
こ
と
で
合
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
毎
月
会
議
を
重
ね
、

1
月
24
日
、
湖
南
市
国
際
協
会
設

立
準
備
会
議
が
開
催
さ
れ
、｢

湖

南
市
国
際
協
会｣

の
設
立
を
め
ざ

し
本
格
的
に
始
動
し
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

今
後
は
、
協
会
と
行
政
、
協
会

を
支
え
る
企
業
が
連
携
し
、
共
に

住
み
よ
い｢

共
生
社
会｣

の
実
現

を
め
ざ
し
た
事
業
が
展
開
さ
れ
ま

す
。

　

今
後
の
活
動
が
期
待
さ
れ
る
こ

の
協
会
も
、
ま
だ
歩
き
始
め
た
ば

か
り
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
積

極
的
な
ご
協
力
と
ご
支
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

※�｢

多
文
化
共
生｣

と
は
…
国
籍
や
民

族
な
ど
の
異
な
る
人
々
が
、
互
い

の
文
化
的
違
い
を
認
め
合
い
、
対

等
な
関
係
を
築
き
な
が
ら
、
地
域

社
会
の
構
成
員
と
し
て
共
に
生
き

て
い
く
こ
と
。　

外国人のための日本語教室
　４月から中央公民館と市民学習交流
センター（サンヒルズ甲西）別館で日
本語教室が始まります。授業はレベル
別のグループに分かれて学習します。
　ご近所の外国人のかたにもお知らせ
ください。
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市
で
は
、
豊
か
で
活
力
あ
ふ
れ

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
け

る
市
民
活
動
に
対
し
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■
応
募
資
格

　

市
内
に
活
動
拠
点
が
あ
り
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
非
営
利
の

活
動
を
し
て
い
る
4
人
以
上
の
団

体
で
、
そ
の
半
数
以
上
が
市
内
に

在
住
し
て
い
る
こ
と
。
活
動
の
規

模
や
テ
ー
マ
は
問
い
ま
せ
ん
が
、

宗
教
・
政
治
に
関
す
る
も
の
は
除

き
ま
す
。
ま
た
、
す
で
に
市
・
県
・

国
な
ど
の
財
政
的
支
援
を
受
け
て

い
る
、
ま
た
は
受
け
る
予
定
が
あ

る
も
の
は
除
き
ま
す
。

【
活
動
の
例
】

・ 

地
域
の
観
光
案
内
サ
ー
ビ
ス

・ 

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
活
動

・ 

高
齢
者
生
き
が
い
づ
く
り
活
動

・ 

障
が
い
者
自
立
支
援
活
動

・ 

自
然
体
験
を
提
供
す
る
活
動

・ 
外
国
人
と
の
交
流　

な
ど

■
補
助
対
象
・
補
助
金
額

　

活
動
を
実
施
す
る
た
め
に
直
接

必
要
と
な
る
経
費
で
、
1
団
体
10

万
円
を
上
限
と
し
ま
す
。

■
応
募
方
法

　

4
月
16
日（
月
）か
ら
5
月
18
日

（
金
）に
応
募
書
類
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
ま
ち
づ
く

り
推
進
課
、
市
民
生
活
課（
西
庁

舎
）、
各
公
民
館
、
市
民
学
習
交

流
セ
ン
タ
ー（
サ
ン
ヒ
ル
ズ
甲
西
）

本
館
、
各
会
館
、
三
雲
教
育
集
会

所
、
各
図
書
館
、
社
会
福
祉
協
議

会
、
湖
南
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
に
備
え
付
け
の
応
募
要
領
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
応
募
要
領
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
審
査
方
法

　

公
開
審
査
会
で
の
活
動
説
明
を

受
け
、
湖
南
市
市
民
活
動
補
助
金

審
査
委
員
会
で
決
定
し
ま
す
。

※
5
団
体
程
度
の
採
択
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
担
当〔
東
庁
舎
〕

�
71
◦
2
3
1
5

湖
南
市
ま
ち
づ
く
り
市
民
活
動
補
助
金

  

皆
さ
ん
の
市
民
活
動
を
応
援
し
ま
す

■応募方法　住所・氏名・電話番号・メールアド
レス・参加希望グループ名を電話、または FAX、
Ｅメールで。
■応募・問い合わせ先
　湖南市国際協会設立準備会事務局（まちづくり

推進課内）〔東庁舎〕
　�71◦2315　FAX72◦2201
　Ｅメール：machisui@city.konan.shiga.jp

（１）日本語教育事業
　・日本語教室
　　外国人市民向け日本語学習教室の開催
　・日本語指導者養成講座

（２）語学学習講座
　・語学学習教室
　　ポルトガル語や中国語などの語学教室の 
　　開催

語
学
教
育
グ
ル
ー
プ

（１）国際・文化交流事業
　・ホームスティ・ホームビジット
　・文化交流会の開催

（２）通訳・翻訳活動
　・外国人向け各種資料の翻訳
　・外国人への通訳・ガイドサポート

（３）国際協力・支援活動
（４）国際理解講座の開催

国
際
・
文
化
交
流
グ
ル
ー
プ

（１）生活オリエンテーション
外国人市民が地域住民として生活するため
の行政情報や、日本社会を学習するための
機会の提供

（２）外国人市民の生活相談
外国人市民が行政・生活情報を入手したり、
生活面でのさまざまな問題について相談で
きる窓口

外
国
人
市
民
支
援
グ
ル
ー
プ

（１）外国籍児童の学習サポート
日本語を十分に理解できない児童・生徒へ
の日本語指導

（２）外国籍児童の進路説明会
中学校卒業後の進路について多様な進路情
報の提供

（３）不就学児童・生徒への対応（実態調査）

教
育
支
援
グ
ル
ー
プ

（１）広報誌・情報誌の発行
（２）協会ホームページの作成
（３）外国人の安心ガイドブック作成

タイムリーな役立つ生活情報の提供
（４）情報発信と情報交流活動

広
報
グ
ル
ー
プ

みんなで育てる国際協会
　湖南市国際協会設立準備会では、事業の
企画・運営をしていただける人を募集して
います。あなたの力を生かし、さまざまな
人たちと交流を深めるよい機会です。多く
の皆さんの参加をお待ちしています。
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学校
グループ

区・自治会
グループ

災害情報
グループ

湖
南
タ
ウ
ン
メ
ー
ル
の
機
能

○ 

1
グ
ル
ー
プ
の
登
録
人
数
は
無

制
限

○
24
時
間
い
つ
で
も
指
定
し
た
時

間
や
即
時
に
配
信
が
で
き
る

○
発
信
文
字
数
は
無
制
限

○
グ
ル
ー
プ
内
の
全
員
に
発
信
権

限
を
与
え
ら
れ
る

○
1
グ
ル
ー
プ
に
つ
き
5
個
の
定

型
文（
テ
ン
プ
レ
ー
ト
）が
作

成
で
き
る

○
開
封
状
況
な
ど
の
確
認
が
で

き
、
未
開
封
者
や
未
送
信
者
に

再
送
で
き
る

○
メ
ー
ル
に
5
つ
ま
で
の
選
択
肢

を
つ
け
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
作
る

こ
と
が
で
き
、
会
議
の
出
欠
確

認
な
ど
に
も
利
用
で
き
る

利
用
で
き
る
グ
ル
ー
プ

　

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ

と①
メ
ン
バ
ー
が
5
人
以
上
で
あ
る

こ
と

②
代
表
者
が
湖
南
市
民
で
あ
る
こ

と

③
営
利
を
目
的
と
し
な
い
こ
と

④
宗
教
活
動
や
政
治
的
な
活
動
を

行
っ
て
い
な
い
こ
と

⑤
市
内
の
公
共
施
設
を
利
用
ま
た

は
市
内
を
活
動
の
拠
点
と
す
る

グ
ル
ー
プ
で
、
活
動
の
実
態
が

第
三
者
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る

こ
と

〈
グ
ル
ー
プ
の
例
〉

○
区
・
自
治
会
内
の
各
種
組
織

○
市
補
助
金
交
付
団
体

○
社
会
教
育
団
体

○
生
涯
学
習
や
子
育
て
の
サ
ー
ク

ル
○
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ　

な
ど

グ
ル
ー
プ
登
録
の
申
し
込
み

　

登
録
依
頼
書
を
情
報
政
策
課
広

報
・
広
聴
担
当
へ
提
出
ま
た
は
郵

送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
し
て
く
だ
さ
い
。
随

時
受
け
付
け
ま
す
。

　

登
録
完
了
後
、
代
表
者
あ
て
に

登
録
完
了
を
通
知
し
ま
す
。

※
登
録
依
頼
書
は
、情
報
政
策
課
、

市
民
生
活
課（
西
庁
舎
）、
各

公
民
館
、
市
民
学
習
交
流
セ
ン

タ
ー
本
館
、
各
会
館
、
三
雲
教

育
集
会
所
、
各
図
書
館
に
備
え

付
け
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
、
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て

「
湖
南
タ
ウ
ン
メ
ー
ル
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

市
で
は
昨
年
11
月
か
ら
、
災
害
情
報
や
不
審
者
情
報
、
学
校
連
絡

な
ど
を
、
市
側
か
ら
の
一
方
的
な
情
報
提
供
と
し
て
市
民
の
皆
さ
ん

へ
メ
ー
ル
で
配
信
し
て
き
ま
し
た
が
、
4
月
か
ら
、
サ
ー
ク
ル
や
グ

ル
ー
プ
な
ど
の
メ
ン
バ
ー
間
の
連
絡
手
段
と
し
て
も
メ
ー
ル
配
信
シ

ス
テ
ム
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
で
の
利
用
を
希
望
す
る
場
合
は
、
下
記
の
事
項
を
よ
く

読
ん
で
、
ま
ず
は
グ
ル
ー
プ
の
登
録
手
続
き
か
ら
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
活
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

メール配信システム

市役所 学校など

市民、保護者

メール作成

メール配信

・不審者情報
・災害情報
・学校連絡
・グループ連絡

会員登録

情報送信者

市役所

NPO、
ボランティア
グループ

市補助金
交付団体

区・自治会
内の組織

社会教育
団体

生涯学習や
子育ての
サークル

①グループ
　作成依頼

②承認・グループ作成

③登録完了
　通知

④メンバー
　登録

Town -Mail
サーバー

【グループ登録の流れ】

NPO、
ボランティア
グループ

市補助金
交付団体
グループ

消防団
グループ

社会教育
団体

グループ

サークル
グループ

不審者情報
グループ
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［
ま
ず
は
会
員
登
録
を
］

①「
湖
南Tow

n-M
ail

」の
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ（http://w

w
w.konan.

tow
n-m

ail.com

）に
接
続

※
バ
ー
コ
ー
ド
読
み
取
り
機
能
が

使
え
る
場
合
は
こ
ち
ら
の
Ｑ
Ｒ

　

コ
ー
ド
か
ら
ア

　

ク
セ
ス
し
て
く

　

だ
さ
い
。

②「
1.
会
員
登
録
を
ク
リ
ッ
ク
」

③「
会
員
お
申
込
み
」
を
ク
リ
ッ

　

ク
し
、
空
メ
ー
ル
を
送
信
。
折

り
返
し
届
い
た
メ
ー
ル
の
会
員

登
録
画
面
で
任
意
の
ユ
ー
ザ

名（
半
角
40
文
字
、
全
角
20
文

字
ま
で
。
絵
文
字
不
可
）と
パ

ス
ワ
ー
ド（
半
角
数
字
3
文
字

以
上
10
文
字
以
内
）を
入
力
し
、

「
決
定
」
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
、

次
の
確
認
画
面
で「
登
録
」
ボ

タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク

④
会
員
登
録
完
了（
加
入
す
る
す

べ
て
の
グ
ル
ー
プ
で
送
信
権
限

の
な
い
人
は
、
こ
の
画
面
を

Bookm
ark

し
て
お
く
と
便
利

で
す
）

［
グ
ル
ー
プ
へ
の
メ
ン
バ
ー
登

録
方
法
］

⑤
市
か
ら
グ
ル
ー
プ
代
表
者
あ
て

の
登
録
完
了
通
知
を
受
け
た
後

で
、
個
人
管
理
画
面
の「
3.
新

し
い
グ
ル
ー
プ
に
入
る
」を
ク

リ
ッ
ク

⑥
グ
ル
ー
プ
参
加
画
面
の「
シ
ー

ク
レ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
」
を
ク

リ
ッ
ク

⑦
登
録
し
よ
う
と
す
る
グ
ル
ー
プ

が
決
め
た
グ
ル
ー
プ
名
と
パ
ス

ワ
ー
ド
を
入
力
し
、「
グ
ル
ー

プ
参
加
」ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク

※
登
録
し
た
グ
ル
ー
プ
で
の
メ

ン
バ
ー
名
を
変
更
す
る
と
き
は

画
面
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ

い
。

※
複
数
の
グ
ル
ー
プ
に
登
録
す
る

場
合
は
、
⑤
か
ら
⑦
を
繰
り
返

し
て
く
だ
さ
い
。

災
害
情
報
や
不
審
者
情
報
へ

の
登
録
は
お
済
み
で
す
か

　

随
時
登
録
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
不
審
者
情
報
…
不
審
者
が
現
れ

た
地
域
や
不
審
者
の
特
徴
な
ど

の
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。

▼
災
害
情
報
…
避
難
勧
告
、
土
砂

災
害
警
報
、
河
川
警
戒
水
位
、

震
度
4
以
上
の
地
震
な
ど
の
情

報
を
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

［
災
害
情
報
、
不
審
者
情
報
へ

の
登
録
方
法
］

⑤
個
人
管
理
画
面
の「
3.
新
し
い

グ
ル
ー
プ
に
入
る
」を
ク
リ
ッ

ク
⑥
グ
ル
ー
プ
名
の
選
択
画
面
で
、

「
災
害
情
報
」「
不
審
者
情
報
」

の
い
ず
れ
か
登
録
し
た
い
グ

ル
ー
プ
を
選
び
、「
グ
ル
ー
プ

選
択
」ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク

※
両
方
に
登
録
す
る
場
合
は
、
⑤

⑥
を
繰
り
返
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
上
の
注
意

○
登
録
は
無
料
で
す
。
た
だ
し
、

登
録
・
退
会
、
メ
ー
ル
の
送
受

信
に
か
か
る
通
信
料
・
パ
ケ
ッ

ト
通
信
費
は
、
登
録
者
の
負
担

と
な
り
ま
す
。

○
絵
文
字
や
画
像
は
送
信
で
き
ま

せ
ん
。

○
メ
ー
ル
配
信
時
に
エ
ラ
ー
の
発

生
が
3
回
続
い
た
場
合
は
、
登

録
を
解
除
し
ま
す
。
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
を
変
更
し
た
場
合

は
、
速
や
か
に
個
人
管
理
画
面

の「
5.
自
分
の
登
録
内
容
を
変

え
る
」か
ら
変
更
し
て
く
だ
さ

い
。

　

メ
ー
ル
送
信
や
ア
ン
ケ
ー
ト
作

成
方
法
の
詳
し
い
操
作
方
法
な
ど

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の

「
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
」
ボ
タ

ン
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
ご
覧
く
だ
さ

い
。

■
登
録
依
頼
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

情
報
政
策
課
広
報
・
広
聴
担
当

〔
東
庁
舎
〕（
〒
５
２
０

−

３
２

８
８
住
所
記
載
不
要
）

　

�
71
◦
２
３
０
０

�
72
◦
３
３
９
０

　

E-M
ail

：kouhou@city.konan.
shiga.jp

　市では、総合計画の着実な実現に向けて機動的
で効率的な市役所をめざすため、4月 1 日付けで
次のとおり一部、組織変更を行いました。

◆各部に次長を設ける。
◆公平委員会の事務を監査委員事務局において行

う。
◆市民課を「市民課」と「保険年金課」の 2 課に

分離し、市民課内に ｢住居表示推進室｣ を置く。
◆建設課事業推進担当を建設課内の ｢事業推進室｣

とする。
◆企画調整課を「情報政策課」に名称変更し、総

務部内の事務分掌を移行する。
○政策秘書課から広報 ･ 広聴担当を情報政策課へ、

行政改革推進室を総務課へ移行する。
○企画調整課から総合計画担当、国土利用計画担

当、広域行政担当を政策秘書課へ移行する。
○まちづくり推進課内に ｢多文化共生推進室｣ を

設ける。

一部、組織変更を行いました

湖南Town-Mail

▲個人管理画面
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平
成
19
年
度

　
　
　

介
護
保
険
料
仮
徴
収

　

65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料
は
、

本
人
や
4
月
１
日
時
点
で
の
世
帯
員

の
住
民
税
な
ど
の
内
容
に
よ
っ
て
本

算
定
時（
７
月
中
旬
）に
確
定
し
ま
す
。

　

確
定
す
る
ま
で
の
間
は
暫
定
的
に

前
年
度（
平
成
18
年
度
）の
保
険
料
に

基
づ
き
仮
徴
収（
仮
決
定
）し
ま
す
。

4
月
中
旬
に
送
付
す
る
通
知
書
を
必

ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
普
通
徴
収（
納
付
書
払
い
、
口
座
振

替
払
い
）

　

平
成
18
年
度
の
所
得
段
階
か
ら
仮

決
定
し
た
保
険
料（
4
月
か
ら
6
月
ま

で
の
3
回
分
）を
納
付
書
ま
た
は
口
座

振
替
に
よ
り
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

○
特
別
徴
収（
年
金
か
ら
天
引
き
）

　

平
成
19
年
2
月
分
と
同
額
の
保
険

料
を
4
月
・
6
月
・
8
月
支
給
の
年

金
か
ら
天
引
き
し
ま
す
。
平
成
19
年

4
月
・
6
月
・
8
月
に
年
金
天
引
き

に
切
り
替
わ
る
人
は
、
平
成
18
年
度

の
所
得
段
階
か
ら
仮
決
定
し
た
保
険

料
を
天
引
き
し
ま
す
。

※
仮
徴
収
額
と
本
徴
収
額
の
差
を
少

な
く
す
る
た
め
に
、
8
月
分
の
保

険
料
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

○
平
成
19
年
４
月
以
降
に
65
歳
に
な

る
人
や
転
入
し
た
人
は
仮
徴
収
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
平
成
19
年
度

の
保
険
料
は
本
決
定
時（
7
月
中

旬
）に
送
付
す
る「
介
護
保
険
料
決

定
通
知
書
」
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

　

税
制
改
正
に
伴
う

　
　
　
　
　
　

激
変
緩
和
措
置

　

平
成
17
年
1
月
1
日
現
在
65
歳
以

上
で
、
平
成
18
年
の
税
制
改
正（
住
民

税
非
課
税
措
置
の
廃
止
）に
よ
っ
て
所

得
段
階
が
高
く
な
る
人
に
つ
い
て
は
、

保
険
料
の
緩
和
措
置
が
あ
り
ま
す
の

で
本
来
の
年
間
保
険
料
よ
り
低
く
な

り
ま
す
。

　

介
護
保
険
は
40
歳
以
上
の
人
に
納

め
て
い
た
だ
く
保
険
料
と
公
費（
国
・

県
・
市
）を
財
源
と
し
て
運
営
さ
れ
、

介
護
を
必
要
と
す
る
と
き
に
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
用
に
充
て
る
こ
と
で
本

人
と
そ
の
家
族
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
に
ご
理
解
を
い
た

だ
き
、
保
険
料
の
納
付
を
お
願
い
し

ま
す
。

所得段階 対象者 １か月の保険料額 年間の保険料額

第１段階 生活保護の受給者、老齢福祉年金の受給者で、本人お
よび世帯員全員が住民税非課税の人 1,800 円 21,600 円

第２段階 世帯員全員が住民税非課税で、本人の合計所得金額と
課税年金収入の合計額が 80万円以下の人 1,800 円 21,600 円

第３段階 世帯員全員が住民税非課税で、第１、２段階以外の人 2,930 円 35,160 円

第４段階
（基準額）

本人は住民税非課税
で、世帯内には住民税
課税者がいる人

税制改正による第１段階から
の激変緩和措置対象者 3,475 円 41,700 円

税制改正による第２段階から
の激変緩和措置対象者 3,475 円 41,700 円

税制改正による第３段階から
の激変緩和措置対象者 3,852 円 46,224 円

税制改正による激変緩和措置
対象者以外の人 4,186 円 50,232 円

第５段階
本人が住民税課税で、
合計所得金額が 200
万円未満の人

税制改正による第１段階から
の激変緩和措置対象者 4,186 円 50,232 円

税制改正による第２段階から
の激変緩和措置対象者 4,186 円 50,232 円

税制改正による第３段階から
の激変緩和措置対象者 4,563 円 54,756 円

税制改正による第４段階から
の激変緩和措置対象者 4,856 円 58,272 円

税制改正による激変緩和措置
対象者以外の人 5,233 円 62,796 円

第６段階 本人が住民税課税で、合計所得金額が 200 万円以上
450万円未満の人 6,279 円 75,348 円

第７段階 本人が住民税課税で、合計所得金額が 450 万円以上
の人 7,744 円 92,928 円

■
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
福
祉
介
護
課
介
護
保
険
担
当〔
東
庁
舎
〕

�
71
◦
２
３
５
６　

�
72
◦
３
７
８
８

平成 19年度介護保険料	

65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

みんなで支え合う介護保険
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分野 移譲対象事務
担当窓口

平成 19年３月 31日まで
滋賀県 →

平成19年４月１日から
湖南市

生　
　
　
活

家庭用品品質表示に関する事務 商業観光振興課
�077◦528◦3731 → 安心安全課

�71◦2325
�72◦2000電気用品販売業に関する事務 総合防災課

�077◦528◦3433 →
ガス用品販売業に関する事務
動物の飼養許可等に関する事務

生活衛生課
�077◦528◦3643 →

環境課
�71◦2326
�72◦2201

動物の飼養に伴う周辺の生活環境の保全
に関する事務

専用水道に関する事務 生活衛生課
�077◦528◦3643 →

上下水道課
�71◦2338
�72◦2332

環　
　
　
境

騒音規制に関する事務 環境管理課
（現	環境政策課）
�077◦528◦3458

→
環境課
�71◦2326
�72◦2201

振動規制に関する事務
悪臭防止に関する事務

浄化槽法の一部改正に伴う事務
資源循環推進課
（現	循環社会推進課）
�077◦528◦3474

→

鳥獣の捕獲の許可等に関する事務 自然環境保全課
�077◦528◦3483 →

農林課
�71◦2329
�72◦7964

福　
　
　
祉

生活保護指定医療機関に関する事務 健康福祉政策課
�077◦528◦3513 → 社会福祉課

�71◦2327
�72◦3788

生活保護指定介護機関に関する事務

民生委員児童委員に関する事務 健康福祉政策課
�077◦528◦3512 →

育成医療に関する事務 健康推進課
�077◦528◦3615 → 社会福祉課

�71◦2364
�72◦3788精神保健および精神障がい者福祉に関す

る事務
障害者自立支援課
�077◦528◦3618 →

保
健
・

医
療 未熟児訪問指導に関する事務 健康推進課

�077◦528◦3615 →
健康政策課
�72◦4008
�72◦1481

農　
林　
水　
産

農地転用に関する事務
農政課
�077◦528◦3815 →

農林課
�71◦2329
�72◦7964

農地等の権利移動に関する事務
農地等の賃貸借に関する事務
農用地区内における開発に関する事務

森林法の施行に関する事務
林務緑政課
（現	森林政策課）
�077◦528◦3913

→

入会林野等に関する事務 林務緑政課
（現	森林政策課）
�077◦528◦3915

→
生産森林組合に関する事務

保安林の択伐等に関する事務 森林保全課
�077◦528◦3932 →

土地改良事業に関する事務 耕地課
�077◦528◦3944 →

農林課
�71◦2330
�71◦2349
�72◦7964

ま
ち
づ
く
り

都市計画施設等の区域における建築の許
可等に関する事務

都市計画課
�077◦528◦4182 →

都市計画課
�71◦2336
�72◦7964

屋外広告物の許可等に関する事務
都市計画課
�077◦528◦4184 →違反屋外広告物の除却等に関する事務

風致地区内における建築等の規制に関す
る事務

区域内の町または字の区域に関する事務 自治振興課
�077◦528◦3233 →

総務課
�71◦2357
�72◦3390

　これまで滋賀県が行っ
ていた許可や規制など左
表の事務や権限が４月か
ら市に移譲されました。
　分権型社会を実現する
には、地域の課題をその
地域自らが主体的に解決
することが求められてお
り、住民に最も身近な自
治体である市町村は、課
題の解決を迅速かつ効率
的に行える体制を整える
ことが必要です。
　そのため、事務を速や
かに処理することで市民
サービスの向上につなが
る、個性を生かした地域
づくりを進められるよう
になる、事務を一元的に
処理することで効率がよ
くなるという３つの視点
で、滋賀県と県内の市町
とが話し合った結果、滋
賀 県 か ら「権 限 移 譲 」が
行われることになりまし
た。
　移譲された詳しい事務
の内容は、各担当へお問
い合わせください。
■問い合わせ先

総務課行政改革推進室
〔東庁舎〕　�71◦2357

滋
賀
県
か
ら
市
へ
事
務
や
権
限
が
移
譲

4
月
か
ら

市
が
窓
口
と
な
っ
た
事
務

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
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肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

　

健
診
時
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

を
実
施
し
ま
す
。

︻
対
象
︼

●
40
歳（
昭
和
42
年
4
月
1
日
～

昭
和
43
年
3
月
31
日
生
ま
れ
）

の
人

●
平
成
14
年
度
か
ら
18
年
度
に
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
け
て
い

な
い
40
歳
以
上
の
人
で
、
次
に

あ
て
は
ま
る
人（
健
診
時
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
）

１
．
過
去
に
肝
機
能
異
常
を
指
摘

さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
人

２
．
手
術
な
ど
で
広
範
囲
な
処
置

を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
人
、
ま

た
は
妊
娠
・
分
娩
時
に
大
量
の

出
血
が
あ
っ
た
人
で
定
期
的
に

肝
機
能
検
査
を
受
け
て
い
な
い

人

年
に
一
度
の
健
康
チ
�
�
ク
！

健
︵
検
︶
診
を
受
け
ま
し
�
う

成人健診 成人健診・胃がん
検診セット 胃がん検診 高齢者健診

申
し
込
み

申し込みは不要です 申し込みが必要です
健診期間に市内の医療
機関へお問い合わせく
ださい

対  

象  

者

19 歳～ 39 歳
昭和43年４月
1日～平成元年
3月31日生ま
れ

40 歳～ 64 歳
昭和18年4月1
日～昭和43年
3月31日生ま
れ

40 歳～ 64 歳
昭和18年４月１日
～昭和43年３月31
日生まれ

65 歳以上
昭和18年3月31
日までに生まれ
た人

65 歳以上
昭和18年3月31日ま
でに生まれた人

内　
　
　
　
　
容

身体測定、腹
囲測定、検尿、
血圧測定、問
診、血液検査

19歳～39歳の
検査項目（左記）

＋
診察、心電図検
査・眼底検査
（必要な人のみ）

胃がん検診と成人健
診を半日で受診でき
ます。
※	成人健診・胃がん
検診セットの日
でも胃がん検診単
独で受診できま
す（成人健診は単
独で受診できませ
ん）。

バリウムを飲ん
で胃部のレント
ゲン写真を撮り
ます。

身体測定、検尿、血
圧測定、問診、血液
検査、診察、心電図
検査・眼底検査（必
要な人のみ）、胸部レ
ントゲン健診、介護
予防健診

受
診 1,000 円 1,300 円

セット：2,300 円
胃がん単独：
　　　			1,000 円

無料 無料

そ　
　
　
　
　
　
の　
　
　
　
　
　
他

■健診期間
５月17日（木）～６月14日（木）

■場所
表１で日程などを確認のうえ、
直接会場にお越しください。

■持ち物
受診料、健康手帳（お持ちの人
のみ）、案内はがき（お持ちの人
のみ）、問診票および採尿容器
（事前に取りに来た人のみ）
※	問診票と採尿容器は５月７日
（月）から保健センターと石部
保健センターに備え付けてい
ます。

■申込期間
４月16日（月）～ 27日（金）
午前８時30分～午後５時
※土・日曜日を除く

■申込方法
表１・２で日程などを確認のうえ、電
話（�72⃝4008）、または直接保健セ
ンターの窓口でお申し込みください。
※ 	FAX・郵便での申し込みはできま
せん。

※	各日とも定員があるため、希望に添
えない場合があります。

※	申し込みをした人には、検診日の
約1週間前に受診はがきを送付しま
す。

〔胃がん検診を受診できない人〕
○妊娠中または妊娠の疑いのある人
○胃を切除した人
○	消化管の狭窄またはその疑いのある
人

○		バリウムに対して過敏症（アレルギー
症状）の既往歴のある人

■健診期間
５月14日（月）～

11月30日（金）
　　　
■場所
市内の医療機関

＊＊注意＊＊
保健センター・公民
館などで実施する集
団の成人健診は受け
られません。

●�

対
象
年
齢
は
、
平
成
₂0
年
3
月
₃₁
日
到
達
時

で
の
満
年
齢
で
す
。

●�

₆₄
歳
以
下
で
市
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
該
当

す
る
人
に
は
、
受
診
料
免
除
の
制
度
が
あ
り

ま
す
。
受
診
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い（
要
印
鑑
）。

◇胃がん検診／ 成人健診／高齢者健診の内容など

₆5歳以上の皆さんへ
健診の受診方法が変わりました

　成人健診は昨年まで保健センター
や公民館などで行う集団健診により
受診していただいていましたが、今
年から市内医療機関で個別に受診し
ていただくことになりました。
　詳しくは4月中に送付する個別通
知をご覧ください。
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問い合わせ先　保健センター　�72◦4008

医療機関名 電話番号 医療機関名 電話番号
湖南市 野村産婦人科 72◦6633

甲賀市

公立甲賀病院 62◦0234

栗東市

済生会滋賀県病院 077◦552◦1221 親愛レディースクリニック 63◦3321
ちばレディースクリニック 077◦551◦5383 濱田クリニック 65◦3737
はなだ婦人クリニック 077◦551◦2175 水口市民病院 62◦3346
渡辺産婦人科 077◦551◦1331

守山市

久保産婦人科 077◦583◦8778

草津市

入江産婦人科 077◦563◦5223 坂井産婦人科 077◦581◦0565
近江草津病院 077◦567◦3610 南條医院 077◦585◦0026
草津総合病院 077◦563◦8866 明愛産婦人科 077◦582◦6686
清水産婦人科医院 077◦563◦9377 守山市民病院 077◦582◦5151
束田医院 077◦562◦3076 山本クリニック 077◦581◦1777
ハピネスバースクリニック 077◦564◦3101

野洲市
岸本産婦人科 077◦586◦1821

南草津野村病院 077◦561◦3788 平田医院 077◦588◦2111
山田産婦人科 077◦562◦1175 野洲病院 077◦587◦1332

種　類
成人健診・胃がん
検診セット
（申し込みが必要です）

成人健診
（申し込みは不要です）

対象者
40 歳～ 64 歳
〈定員〉

各会場 100 人
19 歳～ 64 歳

受付時間 午前9時～
10時30分

午前9時～
10時30分

午後1時30分～
3時

５月17日（木）保健センター 保健センター
５月18日（金）保健センター 保健センター
５月22日（火）保健センター 保健センター
５月23日（水）サンヒルズ甲西 サンヒルズ甲西
５月24日（木） サンヒルズ甲西 下田公民館
６月 4日（月）三雲公民館 保健センター
６月 5日（火）柑子袋公民館 岩根公民館
６月 6日（水）石部保健センター じゅらくの里
６月 7日（木）石部保健センター 石部保健センター
６月11日（月） 石部保健センター 石部保健センター
６月13日（水）保健センター 菩提寺公民館
６月14日（木） 保健センター 保健センター

◇表１　成人健診・胃がん検診セット／成人健診　 日程

対象者 65歳以上
〈定員〉各会場 100 人

受付時間 午前９時～ 10時30分
７月 9日（月）岩根公民館
７月13日（金）三雲公民館
７月20日（金）石部保健センター
７月23日（月）保健センター
７月24日（火）柑子袋公民館
７月25日（水）下田公民館
７月27日（金）サンヒルズ甲西
７月30日（月）菩提寺公民館
７月31日（火）保健センター

◇表２　胃がん検診（単独）日程
　（申し込みが必要です）

受付について
　番号札順に受け付けをします。
　番号札は午前８時30分から10
時30分まで、午後１時から３時
まで各会場に用意しています。

通訳について
◇手話通訳を希望する人は、4月

16日（月）から4月27日（金）に
社会福祉課（東庁舎）または保
健センターへお申し込みくだ
さい。FAX での申し込みを希
望する人には、専用用紙を送
ります。氏名・住所・生年月日・
FAX 番号を明記して、保健セ
ンター（� 72◦1481）へ送っ
てください。
◇ポルトガル語・スペイン語の

通訳を5月22日（火）に行いま
す。

◇大腸がん検診容器配布
　５月に実施予定です。詳しくは「広報こなん」５月号、保健センターだよりでお知らせします。

◇子宮頸部がん検診【医療機関受診】
対象：20歳以上で西暦の偶数年生まれの女性
受診方法：下表の医療機関へ直接申し込んで受診してください。
受診期間：4月2日（月）～平成20年3月31日（月）
受診料：1,700円（65歳以上無料）
※医療機関でお支払いください。
持ち物：身分を証明するもの（健康保険証など）、受診料
※病院によっては検診日時を定めている場合があります。確認のうえ

受診してください。
☆注意☆
◆今年度から子宮がん検診の集団検診は行いません。医療機関での受

診のみになります。
◆子宮体部がん検診の公費負担はありません。受診する場合は実費負

担となります。
◆今年度から子宮がん検診の公費負担が２年に１度になります。西暦

の奇数年生まれの人で公費負担を希望する場合は、平成20年度に
受診してください。
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新
し
い
保
険
証
は
届
き
ま

し
た
か

　

平
成
19
年
度
の
新
し
い
保
険
証

（
一
般
は
う
ぐ
い
す
色
、
退
職
者

は
ク
リ
ー
ム
色
）は
、
お
手
元
に

届
い
て
い
ま
す
か
。

　

平
成
18
年
度
に
使
用
し
て
い
た

保
険
証
は
、
3
月
31
日
で
有
効
期

限
が
切
れ
て
い
ま
す
。
4
月
1
日

以
降
に
医
療
機
関
で
診
療
を
受
け

る
際
は
、
必
ず
新
し
い
保
険
証
を

窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

臓
器
提
供
意
思
表
示
欄
を

活
用
し
ま
し
ょ
う

　

保
険
証
に
臓
器
提
供
意
思
表
示

欄
を
設
け
て
い
ま
す
。
臓
器
提
供

に
関
す
る
自
分
の
気
持
ち
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

加
入
・
脱
退
の
手
続
き
は

お
早
め
に

　

4
月
は
就
職
や
退
職
な
ど
で
加

入
・
脱
退
な
ど
の
異
動
が
多
い
時

期
で
す
。
届
け
出
が
遅
れ
る
と
い

ろ
い
ろ
な
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
り
や

す
く
な
り
ま
す
。
手
続
き
が
必
要

な
人
は
早
め
に
窓
口
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

◇
加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と

　

保
険
証
が
な
い
た
め
に
医
療
費

が
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
加
入
の
資
格
が
発
生
し
た

時
点
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
国
保
税

を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
、
平
成
19
年
1
月
15
日

に
会
社
を
退
職
し
て
、
そ
の
後
、

ど
の
健
康
保
険
に
も
加
入
し
て
い

な
い
人
が
、
4
月
1
日
か
ら
国
保

に
加
入
し
た
い
と
届
け
出
て
も
、

１
月
16
日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
加
入

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◇
脱
退
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と

　

国
保
の
資
格
が
な
く
な
っ
て
い

る
の
に
国
保
保
険
証
に
よ
り
医
療

機
関
で
診
療
を
受
け
た
場
合
、
国

保
が
負
担
し
た
分
の
医
療
費
は
返

還
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
手
続
き
を
行
わ
な
い
と
国
保

税
が
課
税
さ
れ
続
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

場
合
は
、
申
請
に
よ
り
遠
隔
地
者

用
の
保
険
証
が
別
に
交
付
さ
れ
ま

す
。

　

い
ず
れ
も
手
続
き
に
は
保
険

証
、
印
鑑
、
現
住
所
地
の
分
か
る

も
の（
公
共
料
金
な
ど
の
領
収
書

な
ど
）が
必
要
で
す
。
な
お
、
○

に
つ
い
て
は
在
学
を
証
明
す
る
も

の
も
必
要
で
す
。

国
保
税
の
未
納
が
続
く
と

◇
短
期
保
険
証
の
交
付

　

納
付
相
談
も
せ
ず
に
未
納
が
続

く
人
に
は
、
翌
年
度
は
通
常
の
保

険
証
の
代
わ
り
に
有
効
期
限
が
短

縮
さ
れ
た
短
期
保
険
証
が
交
付
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場

合
、
短
期
保
険
証
の
有
効
期
限
内

に
未
納
分
の
国
保
税
を
支
払
っ
た

り
納
付
相
談
を
す
る
と
、
通
常
の

保
険
証
が
交
付
さ
れ
た
り
、
短
期

保
険
証
の
有
効
期
限
が
更
新
さ
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
全
く
納
付
も
せ
ず
、
納

付
相
談
も
し
な
い
ま
ま
有
効
期
限

が
切
れ
て
し
ま
う
と
、
医
療
費
は

い
っ
た
ん
全
額
自
己
負
担
と
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

◇
資
格
証
明
書
の
交
付

　

短
期
保
険
証
を
交
付
さ
れ
て
い

る
人
で
、１
年
以
上
納
付
が
な
く
、

納
付
相
談
も
な
い
場
合
に
は
資
格

証
明
書
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の

証
明
書
は
国
保
の
資
格
が
あ
る
こ

と
を
証
明
す
る
だ
け
の
も
の
で
あ

り
、
医
療
費
は
い
っ
た
ん
全
額
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。

◇ 

納
付
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い

　

納
付
相
談
を
し
な
い
ま
ま
未
納

が
続
く
人
に
は
、
本
税
の
ほ
か
に

延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　

滞
納
額
が
膨
れ
上
が
り
、
ま
す

ま
す
納
付
が
困
難
と
な
る
ケ
ー
ス

が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た

状
況
に
な
る
前
に
、
早
め
に
保
険

年
金
課
ま
た
は
市
民
生
活
課
へ
納

付
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

○
保
険
年
金
課
国
保
年
金
担
当〔
東
庁
舎
〕　

�
71
◦
２
３
２
４

○
市
民
生
活
課
国
保
担
当〔
西
庁
舎
〕　　
　

�
77
◦
７
０
１
５

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

学

○学
・
○遠
保
険
証
の
交
付

○学
学
生
用
保
険
証

　

大
学
や
専
門
学
校
な
ど
に
通
う

た
め
に
家
族
と
離
れ
て
下
宿
な
ど

で
生
活
し
て
い
る
場
合
は
、
申
請

に
よ
り
学
生
用
の
保
険
証
が
交
付

さ
れ
ま
す
。

○遠
遠
隔
地
者
用
保
険
証

　

仕
事
な
ど
で
一
時
的
に
他
市
区

町
村
で
生
活
す
る
こ
と
に
な
っ
た

ホープちゃん

見　

本

見　

本
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健
康
は
か
け
が
え
の
な
い
財
産

で
す
。
生
活
環
境
の
変
化
や
高
齢

化
の
進
展
に
伴
い
、
疾
病
に
占
め

る
生
活
習
慣
病
の
割
合
は
年
々
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
の
多
く
は
す
で
に

症
状
が
現
れ
た
と
き
に
は
、
簡
単

に
治
療
で
き
な
い
く
ら
い
進
行
し

て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
自
覚
症
状
が
な
い
時

期
に
、
異
常
を
発
見
し
て
治
療
を

す
る
こ
と
が
生
活
習
慣
病
の
予
防

に
は
何
よ
り
も
効
果
的
で
す
。

　

そ
こ
で
、
市
国
民
健
康
保
険
で

は
、
国
保
加
入
者
を
対
象
に
、
生

活
習
慣
病
な
ど
の
疾
病
の
早
期
発

見
・
早
期
治
療
を
図
り
、
健
康
の

保
持
・
増
進
に
役
立
て
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
人
間
ド
ッ
ク
検
診
費

用
に
対
す
る
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

人
間
ド
ッ
ク
検
診
を
通
じ
て
、

自
分
の
体
の
健
康
状
況
を
把
握

し
、
食
事
や
運
動
不
足
に
気
を
つ

け
て
、
健
康
な
毎
日
を
送
り
ま

し
ょ
う
。

　

現
在
、70
歳
以
上
の
高
齢
者
は
、

１
医
療
機
関
ご
と
の
入
院
に
か
か

る
高
額
療
養
費
に
つ
い
て
、
窓
口

で
の
支
払
い
が
自
己
負
担
限
度
額

ま
で
に
と
ど
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
、
70
歳
未
満
の
入
院

に
か
か
る
高
額
療
養
費
に
つ
い
て

も
認
定
証
の
交
付
を
受
け
れ
ば
、

窓
口
で
の
支
払
い
は
70
歳
以
上
と

同
様
の
取
り
扱
い
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

◇�「
認
定
証
」
の
交
付
に
は
申
請

が
必
要
で
す

　

有
効
期
限
は
毎
年
7
月
31
日
ま

で
で
、
更
新
時
に
は
改
め
て
申
請

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

「認定証」交付対象者
次のすべての要件に該当する人
1. 湖南市国民健康保険被保険者であること
2. 国民健康保険税を滞納していないこと

申請に必要なもの

１．認定証交付申請書
２．国民健康保険被保険者証
３．印鑑
４．現在お持ちの「認定証」（更新時のみ）
５．課税・非課税証明書（湖南市で所得の　
　　確認ができる人は不要）

注 意 事 項

１．	世帯変更などが生じた場合は、そのつど
変更の手続きにお越しください。

２．	認定証交付後、国民健康保険税を滞納す
ると「認定証」は返還しなければなりま
せん。

３．	申請は随時ですが、申請月の初日が発効
期日となりますのでご注意ください。転
入者や社会保険離脱による加入時に申請
する場合はその日が発効期日となります。

対 象 者

次のすべての要件に該当する人
1.　	本市に 3か月以上住所を有する人で、湖
南市国民健康保険被保険者であること

2.　	検診時の年齢が 40歳以上 65歳未満であ
ること

3.　	市税および国民健康保険税を滞納してい
ないこと

対 象 経 費 保険適用外の人間ドック検診にかかる費用（脳
ドックは含みません）

対象医療機関 湖南市内の医療機関および公立甲賀病院

助 成 金 額

人間ドック検診に要した経費の２分の１相当
額（限度額21,000円）
※	算出した額に100円未満の端数があるとき
は切り捨て
※	助成金の交付は、１人につき１年度1回

申 請 方 法
人間ドック検診費助成金交付申請書兼請求書
（様式第１号）に必要事項を記入し、領収書を
添付して申請（請求）してください。

後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
が
設
立

さ
れ
ま
し
た

������������������������������������������������������

 　

75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
に

適
正
な
医
療
給
付
な
ど
を
行
う
た

め
、
こ
れ
ま
で
の
老
人
保
健
制
度

に
代
わ
る
新
た
な
医
療
制
度
が
平

成
20
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
こ
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

を
運
営
す
る
た
め
、
県
内
の
全
市

町
で
構
成
す
る「
滋
賀
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合（
特
別
地
方

公
共
団
体
）」が
２
月
１
日
に
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
広
域
連
合
で
は
、
制
度
の

開
始
に
向
け
て
、
保
険
料
条
例
の

制
定
や
被
保
険
者
証
の
発
行
な
ど

の
準
備
事
務
を
行
い
ま
す
。
新
制

度
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て

は
、
制
度
開
始
前
に
改
め
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

人
間
ド
ッ
ク
検
診
に
助
成
し
ま
す

70
歳
未
満
の
人
へ

高
額
療
養
費
の
窓
口
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す

民健康保険からのお知らせ国



2007.4  Konan 1�

事
項
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
、
登

録
事
項
変
更
届
の
提
出
が
必
要
で

す
。会
場
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
留
意
点

○
会
場
で
事
故
が
起
こ
ら
な
い
よ

う
、
犬
を
十
分
に
し
つ
け
ら
れ

る
人
が
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い

（
首
輪
、
引
き
綱
を
確
認
の
こ

と
）。

　

狂
犬
病
予
防
法
で
は
、
犬
の
登

録
お
よ
び
毎
年
の
予
防
接
種
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
も
左
表
の
と
お
り
巡
回

し
て
実
施
し
ま
す
の
で
、
次
の
点

に
留
意
の
う
え
、
必
ず
受
け
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
愛
犬
が
死
亡
し
た
と
き

や
、
飼
い
主
・
住
所
な
ど
の
登
録

○
生
後
90
日
以
内
の
犬
や
、
妊
娠

中
ま
た
は
出
産
後
間
も
な
い
母

犬
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
。

○
病
気
な
ど
何
か
気
に
な
る
症
状

が
あ
る
場
合
や
、
過
去
に
注
射

な
ど
を
受
け
た
あ
と
に
体
調
を

崩
し
た
こ
と
が
あ
る
場
合
は
、

必
ず
注
射
の
前
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。
体
調
が
悪
い
と
き
に

注
射
を
受
け
る
と
、
悪
化
す
る

な
ど
生
命
に
か
か
わ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

○
会
場
で
の
犬
の
ふ
ん
や
尿
の
後

始
末
は
飼
い
主
が
行
っ
て
く
だ

さ
い（
袋
と
ス
コ
ッ
プ
を
忘
れ

ず
に
）。

■
当
日
の
持
ち
物

〔
終
身
登
録
を
受
け
て
い
る
場
合
〕

○
登
録（
愛
犬
）カ
ー
ド

○
予
防
注
射
手
数
料

　

3
千
2
0
0
円

〔
新
規
登
録
の
場
合
〕

○
登
録
手
数
料　
　
　

   

3
千
円

○
予
防
注
射
手
数
料

　

3
千
2
0
0
円

※
予
防
注
射
の
接
種
は
、
社
団
法

人
滋
賀
県
獣
医
師
会
の
獣
医
師

（
片
岡
久
人
先
生
・
安
井
圀
彦

先
生
）が
行
い
ま
す
。

※
予
防
注
射
は
動
物
病
院
で
も
接

種
で
き
ま
す
が
、
注
射
手
数
料

が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

環
境
課
環
境
保
全
担
当〔
東
庁

舎
〕　　
　

 

�
71
◦
2
3
2
6

一　次

4月 16日
（月）

9：20～ 10：00 石部保健センター
10：10～ 10：30 松籟会館
10：40～ 11：10 石部コミュニティセンター
11：20～ 11：50 石部南公民館
13：00～ 13：20 東寺公民館（東寺多目的集会施設）
13：30～ 13：40 西寺公民館（西寺多目的集会施設）
13：50～ 14：30 宝来坂集会所

4月 17日
（火）

9：10～ 10：00 北山台自治会館
10：10～ 10：50 菩提寺公民館
11：00～ 11：30 みどりの村自治会館
11：40～ 12：00 近江台自治会館
13：00～ 13：40 イワタニランド自治会館
13：50～ 14：20 三上台自治会館
14：30～ 15：10 サイドタウン自治会館

4月 18日
（水）

9：10～ 10：00 三雲公民館
10：10～ 10：30 妙感寺多目的集会所
10：40～ 10：55 三雲が丘自治会館
11：05～ 11：20 朝国公民館
11：30～ 11：45 岩根会館
13：00～ 13：30 岩根公民館
13：40～ 14：00 花園ふれあいセンター
14：10～ 14：30 正福寺公民館

4月 23日
（月）

9：10～ 9：50 下田公民館
10：00～ 10：20 緑ヶ丘自治会館
10：30～ 10：50 下田桐山自治会館
11：00～ 11：25 中山区集会所
11：35～ 11：55 大谷区集会所
13：00～ 13：45 市民学習交流センター（サンヒルズ甲西）本館
13：55～ 14：15 団地南草の根ハウス

4月 24日
（火）

9：10～ 9：40 吉永公民館
9：50～ 10：10 夏見公民館
10：20～ 10：40 針公民館
10：50～ 11：05 赤松台自治会館
11：15～ 11：35 平松公民館
13：00～ 13：50 柑子袋公民館
14：00～ 14：30 中央自治会館（西）

二　次

5月 21日
（月）

9：20～ 10：00 石部保健センター
10：10～ 10：30 松籟会館
10：40～ 11：10 石部コミュニティセンター
11：20～ 11：50 石部南公民館
13：00～ 13：20 東寺公民館（東寺多目的集会施設）
13：30～ 13：40 西寺公民館（西寺多目的集会施設）
13：50～ 14：30 宝来坂集会所

5月 22日
（火）

9：10～ 9：30 妙感寺多目的集会所
9：40～ 10：30 三雲公民館
10：40～ 11：10 岩根公民館
11：20～ 12：00 市民学習交流センター（サンヒルズ甲西）本館
13：10～ 13：50 下田公民館
14：05～ 14：35 市役所（東庁舎）

5月 23日
（水）

9：30～ 10：15 北山台自治会館
10：25～ 10：55 みどりの村自治会館
11：05～ 11：45 イワタニランド自治会館
13：00～ 13：40 菩提寺公民館
13：55～ 14：35 柑子袋公民館

平成19年度 犬の登録・狂犬病予防注射日程表 犬
の
登
録
・
狂
犬
病
予
防
注
射
を

忘
れ
ず
に
！
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新
し
い
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

気
分
を
引
き
締
め
て
、
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
予
算
に
お
い
て
は
、

予
算
を
つ
く
る
過
程
で
い
ろ
い
ろ
な
取

り
組
み
を
し
ま
し
た
。そ
の
ひ
と
つ
が
、

部
長
に
大
胆
に
予
算
づ
く
り
を
任
せ
て

し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

役
所
の
予
算
を
つ
く
る
と
き
に
は
、

担
当
が
必
要
だ
と
思
う
お
金
を
財
政
当

局
に
要
求
し
ま
す
が
、
み
ん
な
が
欲
し

い
も
の
を
全
部
積
み
上
げ
れ
ば
破
産
し

て
し
ま
う
の
は
、
家
計
と
変
わ
り
ま
せ

ん
。

　

そ
こ
で
財
政
当
局
は
事
業
の
取
捨
選

択
を
し
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
必

要
性
や
担
当
の
思
い
が
財
政
当
局
に
１

０
０
％
伝
わ
る
か
と
い
え
ば
難
し
い
わ

け
で
す
。

　

理
解
不
足
の
ま
ま
収
入
に
支
出
を
合

わ
せ
よ
う
と
す
れ
ば
、
大
胆
に
カ
ッ
ト

す
る
こ
と
に
な
り
、
本
当
に
必
要
な
も

の
ま
で
認
め
ら
れ
な
い
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
実
情
を
よ
り
理
解
し
て
い

る
部
長
に
予
算
の
枠
を
示
し
、
そ
の
中

で
自
分
た
ち
が
必
要
だ
と
考
え
る
も
の

を
、
自
ら
責
任
を
持
っ
て
ま
と
め
て
も

ら
う「
部
局
枠
配
分
予
算
編
成
方
式
」

を
採
用
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
全
体
と
し
て
必
要
な
こ
れ

だ
け
の
事
業
は
外
さ
な
い
よ
う
に
と
方

針
を
示
し
、
後
は
現
場
の
判
断
で
必
要

な
予
算
を
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
昨
年
と
今
年
の
予
算

は
、
他
の
市
町
か
ら
比
べ
れ
ば
ス
ム
ー

ズ
に
組
む
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
今
回
は
議
員
の
皆
さ
ん
の
お

知
恵
も
拝
借
し
ま
し
た
。
議
員
１
人
当

た
り
わ
ず
か
で
す
が
、
20
万
円
ま
で
の

提
案
枠
を
設
け
、
そ
の
中
で
生
活
に
身

近
な
ア
イ
デ
ア
を
教
え
て
も
ら
う
も
の

で
す
。
職
員
は
ど
う
し
て
も
前
例
に
と

ら
わ
れ
が
ち
で
す
の
で
、
議
員
が
新
し

い
視
点
を
持
ち
込
ん
で
く
れ
る
こ
と
を

期
待
し
ま
し
た
。

　

一
部
法
律
を
誤
解
さ
れ
た
議
員
も
お

ら
れ
ま
し
た
が
、
参
加
さ
れ
た
議
員
に

よ
り
、
青
少
年
へ
の
健
康
づ
く
り
講
座

や
福
祉
講
座
、
児
童
公
園
な
ど
へ
の
ベ

ン
チ
設
置
、
太
陽
光
発
電
学
習
、
若
者

の
骨
密
度
測
定
、
外
国
人
児
童
支
援
、

飲
酒
運
転
防
止
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
が
新
た
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　

し
か
も
、
示
し
た
予
算
枠
は
市
税
な

ど
で
ま
か
な
う
部
分
だ
け
な
の
で
、
国

や
県
の
補
助
金
を
別
に
探
し
て
き
て
も

ら
え
れ
ば
、
枠
以
上
の
事
業
と
な
り
、

実
際
に
議
員
が
探
し
た
県
補
助
金
が
プ

ラ
ス
さ
れ
た
事
業
も
あ
り
ま
す
。

　

厳
し
い
と
ば
か
り
言
っ
て
い
て
も
始

ま
り
ま
せ
ん
。
知
恵
を
集
め
て
前
進
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

Report
ま
ち
づ
く
り

最
前
線
レ
ポ
ー
ト

谷
畑
市
長
の

排
水
設
備
工
事
は

速
や
か
に

　

公
共
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
地
域
の
皆
さ
ん
に

は
、
下
水
道
に
流
す
た
め
に
必
要

な
排
水
設
備
工
事
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

こ
の
工
事
は
、
公
共
下
水
道
が

使
用
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
日
か

ら
3
年
以
内
に
行
う
こ
と
が
下

水
道
法
な
ど
で
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

下
水
道
事
業
の
目
的
の
一
つ
で

あ
る
住
環
境
の
改
善
お
よ
び
公
共

用
水
域
の
水
質
保
全
の
た
め
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

排
水
設
備
工
事
は

市
指
定
の
工
事
店
で

　

排
水
設
備
の
工
事
は
、
一
定
の

技
術
水
準
が
な
い
と
下
水
道
の
機

能
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
排
水
設
備
の
工
事
に

必
要
な
専
門
知
識
と
技
術
を
持
っ

た
工
事
店
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

工
事
の
際
は
必
ず「
湖
南
市
下
水

道
排
水
設
備
指
定
工
事
店
」に
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。

※「
湖
南
市
下
水
道
排
水
設
備
指

定
工
事
店
」の
一
覧
は
、
上
下

水
道
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
の

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

上
下
水
道
課
下
水
道
管
理
担
当

〔
東
庁
舎
〕　

�
71
◦
2
3
5
1

�
72
◦
2
3
3
2

公
共
下
水
道
使
用
区
域
が
広
が
り
ま
す

　

4
月
1
日
か
ら
次
の
地
域
の
一
部
で
新
た
に
公
共
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

三
雲
・
夏
見
・
柑
子
袋
・
岩
根
・
菩
提
寺
・
下
田
・
小
砂
町
・
日
枝
町
・
高
松
町

No.7

排水設備のしくみ

　わたしたちが毎日、生活のために使う
水（台所・風呂・水洗便所・洗濯など）は、
下水となってパイプを通り、公共下水道
本管へ流れ込みます。



2007.4  Konan 1�

　

こ
の
た
び
新
し
く
民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
し
て
次
の
か
た
に
地

域
の
社
会
福
祉
の
増
進
に
ご
尽
力

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

悩
み
や
心
配
ご
と
が
あ
る
場
合

は
、
各
地
域
の
民
生
委
員
・
児
童

委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　　

主
任
児
童
委
員
は
、
児
童
福
祉

を
専
門
に
担
当
す
る
委
員
と
し

て
、
地
域
担
当
の
児
童
委
員
と
一

体
と
な
っ
た
活
動
を
し
て
い
ま

す
。 よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

新
し
い
民
生
委
員
・
児
童
委
員

　

ま
た
、
次
の
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
担
当
地
域
が
変
更
と
な
り

ま
し
た
。

　
青あ

お

木き　

利と
し

一か
ず

さ
ん

■
担
当
地
域

　
（
変
更
前
）石
部
中
央
四
丁
目

　
　
　
　
　
　

←

　
（
変
更
後
）石
部
中
央
三
丁
目

■
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課
福
祉
推
進
担
当

〔
東
庁
舎
〕   

�
71
◦
２
３
２
７

�
72
◦
３
７
８
８

愛
犬
は
大
切
な
パ
ー
ト
ナ
ー

愛
犬
は
大
切
な
パ
ー
ト
ナ
ー

愛
犬
は
大
切
な
パ
ー
ト
ナ
ー

愛
犬
は
大
切
な
パ
ー
ト
ナ
ー

青少年からの

湖南市青少年育成市民会議

夢を持つ　そしたら一歩踏み出せる。
　夢を持つことでどんなに苦しいことがあっても、
前向きに未来へ一歩踏み出せるという思いを込め
ています。

甲西北中学校２年（作成当時）諏訪　陽子

「夢」
「大切なもの」

テーマ

主任児童委員

傍
そば

田
た

　安
やす

子
こ

さん
担当地域���主に三雲小学校区

民生委員・児童委員

三
み

浦
うら

　正
まさ

弘
ひろ

さん
担当地域���石部中央四丁目

初期救急医療体制

（比較的症状の軽い救急患
者の診療を受け持つ体制）

・公立甲賀病院　　　　�62◦0234
・甲南病院　　　　　　�86◦3131
・信楽中央病院　　　　�82◦0249
・生田病院　　　　　　�74◦8577

《協力病院》
・紫香楽病院　　　　　�83◦0101
※救急受診時には、事前に電話で確認してください。

第二次救急医療体制

（入院治療が必要な重症患
者の診療を受け持つ体制）

《救急告示病院》
・公立甲賀病院　　　　�62◦0234
・甲南病院　　　　　　�86◦3131
・信楽中央病院　　　　�82◦0249
・生田病院　　　　　　�74◦8577

《小児救急医療施設》
　圏域内の小児科医師12人が協力して診療していま
す。
■診療場所　公立甲賀病院
■診療時間
・土曜日：午後1時～ 6時
・日曜日、祝日、年末年始：午前8時～午後6時

第三次救急医療体制

（重篤救急患者に高度な医
療を提供する体制）

《救命救急センター》
・大津赤十字病院　　　� 077◦ 522◦ 4131
・済生会滋賀県病院　　� 077◦ 552◦ 1221
・長浜赤十字病院　　　� 0749◦ 63◦ 2111
・近江八幡市立
総合医療センター　　� 0748◦ 33◦ 3151

救急病院の適正利用にご協力を！
湖南市・甲賀市での救急医療の体制

救急病院受診
時のお願い

 ・ かかりつけ医がある場合
は、先にご相談ください。

 ・ 診察は受付順ですが、緊
急度により診察の順番が
変わることがあります。

 ・ 保険証、診察券、服薬し
ている薬やお薬手帳をお
持ちください。

 ・ 感染性の疾患が疑われる
場合、受付時に病院職員
に申し出てください。

 ・ 診察は当日の担当医師が
行うため、専門科以外の
医師が担当する場合があ
ります。

 ・ 症状に応じて他の救急告
示病院や救命救急セン
ターを紹介することがあ
ります。
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健康　　知識豆健康　　知識豆

あなたの食事は大丈夫？
食事バランスガイド

知って得する

健康政策課 �72◦4008　保健福祉課 �77◦7008

　健康維持のためにバランスよく食べましょうとい
われますが、いったいバランスよくとはどのような
ことでしょう。それを分かりやすく示したのが、「食
事バランスガイド 」です。
　食事の望ましい組み合わせ（何を）や、おおよその
量（どれだけ）を、主食、副菜、主菜、牛乳・乳製品、
果物の５つのグループの食品から組み合わせて上手
に取れるよう、こまに例えてそれぞれの適正をイラ
ストで示しています。

■主食・副菜・主菜とは？
　主食は、炭水化物の供給源であるごはん、パン、麺・
パスタなどです。副菜は、ビタミン、ミネラル、食
物繊維などの供給源である野菜、きのこ、いも、豆
類（大豆を除く）、海藻といった食材を使った料理な
どです。主菜は、主にたんぱく質などの供給源であ
る魚、肉、卵と大豆や大豆製品などを主材料とした
料理です。
　また、牛乳・乳製品は日本人に不足しがちなカル
シウムの大切な供給源で、果物はビタミン、ミネラ
ルなどの栄養素を含んでいます。

■１つ（SV）の目安

　食事バランスガイドのなかでは「１つ（SV）」を基本
単位とします。では、それぞれの料理区分では、ど

れくらいの量が「１つ（SV）」の単位になるのでしょう
か。
　まず主食は炭水化物が約40g であることが、「１つ

（SV）」の量的な基準となります。これは、ごはんなら
お茶碗に軽く１杯程度、市販のおにぎりなら１個分
です。
　副菜は主材料の重量が約70g で「１つ（SV）」。野菜
のお浸しなどの小鉢がこれに相当します。
　主菜は、たんぱく質が約6g で「１つ（SV）」。鶏卵な
ら１個、焼き魚なら1/2切れが目安です。
　そして牛乳・乳製品ではカルシウム約100mg で「１
つ（SV）」。牛乳コップ半分が目安です。
　果物は、重量が約100g で「１つ（SV）」。みかん１個、
りんご半分が目安です。

■食塩や油脂の取りすぎに注意

　食塩や油脂などは、基本的に料理の中に使用され
ているため、「食事バランスガイド 」ではイラストと
して表現されていません。しかし、現在の日本人は、
食塩や油脂の摂取量が過剰傾向にあることから、外
食時には、エネルギー量や脂質、食塩相当量の表示
に注意したり、家庭での調理の際には、食材の重量、
調味料の分量を計るなど食塩や油脂の取りすぎに注
意しましょう。

水・お茶

野菜不足
　じゃない？
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国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

草
津
社
会
保
険
事
務
所

平
成
19
年
度
の
国
民
年
金

保
険
料
は
月
額
1
万
4
千

1
0
0
円
で
す
！

　

国
民
年
金
の
保
険
料
額
が
見
直

さ
れ
、
4
月
か
ら
平
成
20
年
3
月

ま
で
の
保
険
料
は
月
額
1
万
4
千

1
0
0
円
に
な
り
ま
す
。

　

毎
月
の
保
険
料
の
納
付
を
口
座

振
替
の
早
割
制
度（
当
月
末
振
替
）

に
す
る
と
、
保
険
料
が
月
々
50
円

の
割
引
に
な
り
、
お
得
で
す
。
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
平
成
19
年
４
月
か
ら
平

成
20
年
３
月
ま
で
の
保
険
料
を
納

付
書
に
よ
る
現
金
払
い
で
5
月
1

日（
火
）ま
で
に
ま
と
め
て
納
付

（
１
年
前
納
）す
る
と
、
保
険
料
が

年
間
3
千
円
の
割
引
と
な
り
、
大

変
お
得
で
す
。
手
元
に
納
付
書
が

な
い
場
合
は
草
津
社
会
保
険
事
務

所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

学
生
納
付
特
例
は
毎
年
手

続
き
が
必
要
で
す
！ 

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
学
生
で
、
学
生
本
人
の
前
年

所
得
が
一
定
基
準
以
下
の
場
合
、

申
請
し
て
承
認
さ
れ
れ
ば
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。
承
認

期
間
は
原
則
４
月
か
ら
翌
年
３
月

ま
で
で
す
。

　

手
続
き
の
際
に
は
次
の
も
の
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

①
年
金
手
帳

②
印
鑑

③ 

新
学
年
の
在
学
証
明
書
ま
た
は

学
生
証（
コ
ピ
ー
の
場
合
は
裏

表
両
面
を
コ
ピ
ー
し
た
も
の
）

■
問
い
合
わ
せ
先

草
津
社
会
保
険
事
務
所
国
民
年

金
業
務
課

�
０
７
７
◦
５
６
７
◦
２
２
２
０

　在宅の重度障がい者で介護を要する人
に対して、次の手当を支給する制度があ
ります。
※身体障害者手帳の「障害」に該当しな

い、血液や肝臓の疾患なども対象とな
ります。

特別障害者手当
■対象　20歳以上の重度障がい者で、

常時特別の介護を要する状態にある人
■支給額　月額26,440円

障害児福祉手当
■対象　20歳未満の在宅の重度心身障

がい児で、日常生活活動が著しく制限
され介護を要する状態の人

■支給額　月額14,380円

経過的福祉手当
■対象　従来の福祉手当受給者のうち、

特別障害者手当および障害基礎年金の
いずれも支給されない人

■支給額　月額14,380円
※いずれも診断書による審査、所得制限

などがあります。また、入院している
人は対象外です。

■問い合わせ先　社会福祉課障害福祉担
当〔東庁舎〕

　�71◦2364　�72◦3788

伝えたい  森のやさしさ  火のこわさ

　毎年4月、5月はドライブやハイキング、山菜取り
などによる入山者が多く、山林での火災が多発する
季節です。たばこの投げ捨て、たき火、火遊びが出
火原因の大半を占めています。

山林での火災防止のポイント

・空気が乾燥している日や強風の日はたき火をしない
・たき火をした場所を離れるときは、完全に消火する
・たばこの吸い殻は必ず消火し、投げ捨てはしない
・火遊びをしない、させない

　豊かな自然を守るためにも皆さん一人
ひとりが火災予防に心がけましょう。

■問い合わせ先　甲賀広域行政組合湖南
　中央消防署　�72◦0119

　この制度は、多くの従
業員などが消防団に入団
していたり、災害時に資
機材を消防団に提供する
など、消防団活動に協力
している事業所を、「消防団協力事業所 」と
して市が認定し表示証を交付するものです。
　事業所は取得した表示証を社屋に掲示した
り、表示マークを自社広告などで広く公表す
ることができます。消防団活動への協力が社
会貢献として認められ、事業所のイメージ
アップにつながります。ぜひ多くの事業所の
参加をお願いします。
■問い合わせ先　安心安全課安全対策担当
〔東庁舎〕　�71◦2311

ご存じですか
特別障害者手当

消防団協力事業所
表示制度始まる
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重
度
後
遺
障
が
い
者
介
護

料
支
給
制
度

　

交
通
事
故
に
よ
り
、
常
時
ま
た

は
随
時
の
介
護
が
必
要
と
な
っ
た

人
に
介
護
料
を
支
給
し
ま
す
。

○
常
時
要
介
護
の
人

■
対
象　

後
遺
障
が
い
の
等
級
が

1
級
の
人

■
支
給
額　

5
万
8
千
5
7
0
円

～
10
万
８
千
円

○
随
時
要
介
護
の
人

■
対
象　

後
遺
障
が
い
の
等
級
が

2
級
の
人

■
支
給
額　

2
万
9
千
2
9
0
円

～
5
万
4
千
円

※
等
級
は
自
賠
責
保
険
の
認
定

通
知
書
に
よ
る

交
通
遺
児
等
育
成
資
金
貸

付
制
度

　

交
通
事
故
に
よ
り
、
死
亡
し
た

人
ま
た
は
重
度
の
後
遺
障
が
い
者

と
な
っ
た
人
の
子
ど
も
の
育
成
資

金
を
無
利
子
で
貸
し
付
け
ま
す
。

■
対
象　

中
学
校
卒
業
ま
で
の
子

ど
も

　

男
女
が
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊

重
し
つ
つ
喜
び
も
責
任
も
分
か
ち

合
い
、
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
個

性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
社
会
を

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
と
い
い

ま
す
。

　

市
で
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
男
女
共

同
参
画
リ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
ま

す
。

■
応
募
資
格　

市
内
に
在
住
ま
た

は
在
勤
で
、
男
女
共
同
参
画
社

会
づ
く
り
に
意
欲
的
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
け
る
20
歳
以
上
の

人
■
人
数　

約
15
人

■
任
期　

平
成
20
年
3
月
31
日
ま

で
■
活
動
内
容　

会
議
や
研
修
会
へ

の
参
加
、
新
聞
作
成
、
市
民
の

つ
ど
い
の
実
施
な
ど

■
応
募
方
法　

4
月
20
日（
金
）

ま
で
に
申
込
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
申
込
書
は
人
権
政
策

課
、
人
権
教
育
課（
西
庁
舎
）、

各
公
民
館
、
市
民
学
習
交
流
セ

ン
タ
ー
本
館
、
各
会
館
、
三
雲

教
育
集
会
所
に
備
え
付
け
て
い

ま
す
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

人
権
政
策
課
男
女
共
同
参
画
担

当〔
東
庁
舎
〕   

 

�
71
◦
２
３
５
４

�
72
◦
２
２
０
１

　

平
成
19
年
4
月（
6
月
支
給

分
）か
ら
3
歳
未
満
の
児
童
に
対

す
る
手
当
額
が
一
律
１
万
円
と
な

り
ま
し
た
。
第
１
子
・
第
２
子
の

手
当
額
は
、
３
歳
到
達
の
翌
月
か

ら
は
従
来
ど
お
り
の
5
千
円
で

す
。　
　
　

　

な
お
、
今
回
の
拡
充
に
伴
い
、

受
給
者
が
手
続
き
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

※ 

こ
の
内
容
は
、
法
案
が
３
月
20
日

に
衆
議
院
を
通
過
し
た
時
点
で
作

成
し
た
も
の
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
支
援
課
児
童
福
祉
担
当

〔
東
庁
舎
〕　

�
71
◦
2
3
2
8

■
貸
付
金
額（
１
人
あ
た
り
）　

・
一
時
金
…
…
…
… 

15
万
5
千
円

・
毎
月
…
…
…
…
…
…
… 

2
万
円

・
入
学
支
度
金 

…
…
4
万
4
千
円 

■
貸
付
期
間　

貸
し
付
け
が
決
定

し
て
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で

■
返
還
方
法　

貸
付
期
間
が
終
了

し
た
１
年
後
か
ら
20
年
以
内
の

均
等
分
割
返
済

※
高
校
・
大
学
な
ど
へ
の
進
学
者

は
卒
業
ま
で
返
還
を
猶
予

■
問
い
合
わ
せ
先

自
動
車
事
故
対
策
機
構
滋
賀
支

所�
0
7
7
◦
5
8
5
◦
8
2
9
0

新入学（園）児交通事故
防止運動展開中！

市内の事故発生状況 （平成19年２月末日現在）

人身事故
発生件数 負傷者数 死者数 物損事故

発生件数

2月の事故状況 33 38 2 177

前年対比 ＋10 ＋2 ＋2 −8

本年累計
（1 〜 2月 ） 60 68 2 304

前年対比 ＋13 ＋3 ＋2 −81

交
通
事
故
被
害
者
へ
の
支
援
制
度

児
童
手
当
制
度
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た

平
成
19
年
度
湖
南
市
男
女
共
同
参
画

リ
ポ
ー
タ
ー
募
集

  運動の重点

○子ども、特に新入学（園）児に対する交通安
全教育・指導の徹底
○子どもを守る安全運転の励行
○通学・通園路の安全確保の推進

―幼児・児童の交通死亡事故が
増加しています―

　県内では平成18年中に701人の幼児・児童
が交通事故で負傷し、昨年に比べて4人多い5
人が亡くなっています。
　家庭・学校・園・地域などが一体となって
子どもを交通事故から守りましょう。

　平成19年度　滋賀県交通安全スローガン

 「ありがとう」　
　　　ゆずりゆずられ　滋賀の道

新入学（園）児交通事故
防止運動展開中！



2007.4  Konan 20

スポーツ

■日時　４月21日（土）  午後７時～９時
■会場　総合体育館
■�種目　卓球、バドミントン、パドルテニス、バスケッ

トボール、キンボールなど
★ 太極拳の体験もできます。皆さんの参加をお待ちしています。
■�問い合わせ先　生涯学習課スポーツ振興室〔石部文化

総合センター〕　�77◦7045

みんなで運動する日
無料
開放

■
湖
南
市
春
季
軟
式
野
球
大
会

日
時　

4
月
8
日（
日
）・
15

日（
日
）・
22
日（
日
）・
29
日

（
日
）、
5
月
13
日（
日
）

午
前
8
時
30
分
～

（
予
備
日
5
月
20
日
・
27
日
、

6
月
3
日
・
10
日
）

会
場　

市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ほ

か
■
春
季
湖
南
市
卓
球
大
会

日
時　

4
月
15
日（
日
）

午
前
9
時
～

会
場　

総
合
体
育
館　

■
春
季
市
民
硬
式
テ
ニ
ス
大
会

　
（
シ
ン
グ
ル
ス
）

日
時　

5
月
6
日（
日
）

午
前
9
時
～

（
予
備
日
5
月
13
日
）

会
場　

野
洲
川
グ
ラ
ウ
ン
ド

テ
ニ
ス
場

■�

湖
南
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

春
季
大
会

日
時　

5
月
12
日（
土
）

午
前
8
時
～

（
予
備
日
5
月
16
日
）

会
場　

野
洲
川
親
水
公
園
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

■
湖
南
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手

権
大
会

日
時　

5
月
13
日（
日
）

午
前
9
時
～

会
場　

総
合
体
育
館

■�

春
季
市
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

日
時　

5
月
20
日（
日
）

午
前
9
時
～

（
予
備
日
5
月
27
日
）

会
場　

野
洲
川
グ
ラ
ウ
ン
ド

テ
ニ
ス
場

■
春
季
市
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

日
時　

5
月
20
日（
日
）

午
前
8
時
30
分
～

（
予
備
日
5
月
27
日
）

会
場　

野
洲
川
親
水
公
園

■
小
学
生
春
季
陸
上
記
録
会

日
時　

5
月
26
日（
土
）

午
前
9
時
～

（
予
備
日
6
月
2
日
）

会
場　

市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

■�

湖
南
市
民
春
季
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会

日
時　

5
月
26
日（
土
）

午
前
9
時
～

（
予
備
日
5
月
27
日
）

会
場　

野
洲
川
親
水
公
園

■�

湖
南
市
ゴ
ル
フ
選
手
権（
県

体
選
考
会
）お
よ
び
春
季
ゴ

ル
フ
大
会

日
時　

5
月
29
日（
火
）

午
前
9
時
～

会
場　

甲
賀
カ
ン
ト
リ
ー
倶

楽
部

　

こ
の
保
険
は
、
ス
ポ
ー
ツ
活

動
、
文
化
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
、
地
域
活
動
、
指
導
活

動
な
ど
を
行
う
5
人
以
上
の
ア

マ
チ
ュ
ア
の
団
体（
社
会
教
育

関
係
団
体
）を
対
象
と
し
ま
す
。

　

行
き
帰
り
の
移
動
も
含
む
グ

ル
ー
プ
活
動
中
の
賠
償
責
任
を

負
う
事
故
に
対
し
て
補
償
し
た

り
、
心
臓
ま
ひ
な
ど
の
突
然
死

に
見
舞
金
を
支
払
う
な
ど
、
グ

ル
ー
プ
の
活
動
が
安
心
し
て
で

き
る
よ
う
に
作
ら
れ
た
営
利
を

目
的
と
し
な
い
互
助
共
済
的
な

補
償
制
度
で
す
。

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
申
込
用

紙
は
、
生
涯
学
習
課
お
よ
び
各

公
民
館
な
ど
に
備
え
付
け
て
い

ま
す
。

　

万
一
に
備
え
て
加
入
し
ま

し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振

興
室〔
石
部
文
化
総
合
セ
ン

タ
ー
〕     

�
77
◦
7
0
4
5

湖
南
市
室
内
硬
式
テ
ニ
ス
大

会（
ダ
ブ
ル
ス
）

2
月
4
日　

総
合
体
育
館

〈
優　

勝
〉中
田
・
城
組

〈
準
優
勝
〉別
宮
・
石
田
組

〈
３　

位
〉梅
田
・
坂
口
組

■
問
い
合
わ
せ
先

湖
南
市
体
育
協
会〔
総
合

体
育
館
内
〕

�
71
◦
3
3
0
6

2
0
0
7
年
度

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

4
月
・
5
月
の
予
定

ス
ポ
ー
ツ
結
果

毎月第3土曜日
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A
L
T
の
ジ
ェ
イ
ミ
ー
さ
ん
が
日
本
語

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
で
最
優
秀
賞

●
琵
琶
湖
周
航
の
歌
と
冒
険

情報政策課広報・広聴担当（�71◦2300）まで
あなたの周りの身近な出来事や話題をお待ちしています。
このコーナーはまちの話題や活動などを紹介しています

ひ
か
り
幼
稚
園
が
滋
賀
県
教
育

委
員
会
賞
を
受
賞

　
　

●
全
国
教
育
美
術
展

　

2
月
22
日
、
滋
賀
県
立
近
代
美
術
館
に
お
い
て

（
財
）教
育
美
術
振
興
会
主
催
の
全
国
教
育
美
術
展

学
校
賞
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
県
内
4
4
2
園
の

幼
稚
園
や
保
育
園
の
応
募
の
中
か
ら
唯
一
、
光
星

学
園
ひ
か
り
幼
稚
園
が
滋
賀
県
教
育
委
員
会
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　
「
教
室
の
学
習
か
ら
生
ま
れ
た
子
ど
も
の
創
造

的
な
作
品
」を
募
っ
た
こ
の
美
術
展
に
60
点
を
出

品
。
そ
の
う
ち
、
特
選
・
入
選
に
16
点
、
佳
作
に

2
点
が
選
ば
れ
、
優
れ
た
作
品
を
多
く
出
し
た
同

園
の
美
術
教
育
へ
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　

創
立
以
来
初
め
て
の
受
賞
に
園
児
も
教
員
も
大

喜
び
。
片
岡
恒
雄
園
長
は「
大
変
光
栄
で
す
。
今

後
も
子
ど
も
た
ち
の
み
ず
み
ず
し
い
表
現
力
を
伸

ば
し
て
生
き
た
い
」と
受
賞
の
喜
び
を
語
し
て
い

ま
し
た
。

　

青
年
海
外
協
力
隊
の
一
員
と
し
て
ア
フ
リ

カ
南
部
に
あ
る
ボ
ツ
ワ
ナ
共
和
国
へ
派
遣
さ

れ
る
高
楠
悟
史
さ
ん（
菩
提
寺
）が
、
出
発
を

間
近
に
控
え
た
3
月
20
日
、
市
役
所
を
表
敬

訪
問
し
ま
し
た
。

　

ス
ペ
イ
ン
に
留
学
し
た
兄
の
影
響
で
国
際

協
力
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
高
楠

さ
ん
。
大
学
卒
業
後
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
関
連

の
会
社
に
勤
務
し
て
い
ま
し
た
が
、
就
職
し

て
か
ら
の
2
年
間
で
身
に
つ
け
た
技
術
を
役

立
て
た
い
と
青
年
海
外
協
力
隊
へ
の
参
加
を

志
望
し
ま
し
た
。

　

3
月
26
日
に
日
本
を
た
っ
た
高
楠
さ
ん
は

2
年
間
、
同
国
北
部
の
都
市
マ
ウ
ン
に
あ
る

マ
ウ
ン
技
術
短
期
大
学
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技

術
の
指
導
に
あ
た
り
ま
す
。

　

2
月
25
日
、
彦
根
市
で
開
催
さ
れ
た「
外

国
人
に
よ
る
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス

ト
」で
、
市
内
在
住
の
外
国
語
指
導
助
手
ジ
ェ

イ
ミ
ー
・
ト
ン
プ
ソ
ン
さ
ん
が
最
優
秀
賞
の

県
知
事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
テ

ス
ト
は
、
日
本
語
指
導
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
つ
く
る「
び
わ
こ
日
本
語
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
B
N
N
）」が
主
催
し
、
今
回
が
3
回
目
。
県

内
各
地
か
ら
8
か
国
13
人
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

ジ
ェ
イ
ミ
ー
さ
ん
は
13
人
の
発
表
者
の
最

後
に
登
場
。　

　

琵
琶
湖
周
航
の
歌
の
英
語
版
を
作
っ
て
い

た
人
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
知
り
合

い
、
歌
の
生
誕
地
で
あ
る
今
津
で
そ
の
歌
を

披
露
し
新
聞
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
や
、

そ
の
歌
で
妹
の
メ
ゲ
ン
さ
ん
と
N
H
K
の
ど

自
慢
に
出
場
し
た
こ
と
な
ど
、
石
部
の
コ
ー

ラ
ス
グ
ル
ー
プ
で
出
会
っ
た「
琵
琶
湖
周
航

の
歌
」
か
ら
始
ま
っ
た
幾
つ
か
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
を「
琵
琶
湖
周
航
の
歌
と
冒
険
」
と
題
し

て
、
約
3
0
0
人
の
聴
衆
の
前
で
披
露
し
ま

し
た
。

　
「
結
果
発
表
で
一
番
に
名
前
が
呼
ば
れ
た

と
き
は
、
最
優
秀
賞
だ
と
分
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
一
緒
に
来
て
い
た
知
人
が
喜
ん
で

こ
ち
ら
に
向
か
っ
て
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
し
て
い

た
の
を
見
て
、
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
と
気

づ
き
ま
し
た
」
と
当
日
の
様
子
を
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

高た

か

楠く

す

悟さ

と

史し

さ
ん
、
青
年
海
外
協
力
隊
で

ボ
ツ
ワ
ナ
へ　

　
　
　

●
途
上
国
発
展
の
た
め
に
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社し
ゃ

会か
い

の
歴れ

き

史し

の
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
う

で
、

「
子こ

ど
も
の
権け

ん

利り

条じ
ょ
う
や
く約
」と
い

う
も
の
が
あ
る
こ
と
を
知し

り

ま
し
た
。生せ

い

徒と

手て

帳ち
ょ
う
に
も
の
っ

て
い
る
と
聞き

い
た
の
で
、
見み

て
み
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、

私わ
た
し

た
ち
が
ふ
だ
ん
あ
た
り
ま

え
だ
と
思お

も

っ
て
い
る
こ
と
な

ん
か
も
た
く
さ
ん
権け

ん

利り

と
し

て
書か

い
て
あ
っ
て
、
こ
ん
な

こ
と
も
条

じ
ょ
う

約や
く

と
し
て
決き

め
ら

れ
て
い
る
ん
だ
な
あ
と
思お

も

い

ま
し
た
。

　

そ
の
中な

か

で
も
、「
第だ

い

2₈
条じ

ょ
う

子こ

ど
も
は
学が

っ

校こ
う

で
楽た

の

し
く
学が

く

習
し
ゅ
う

で
き
ま
す
。」
と
い
う
条

じ
ょ
う

文ぶ
ん

が

気き

に
か
か
り
ま
し
た
。
は
た

し
て
私わ

た
し

は
学が

っ

校こ
う

で
楽た

の

し
く
学が

く

習し
ゅ
う

で
き
て
い
る
の
か
な
？
と

思お
も

い
ま
し
た
。
も
っ
と
言い

え

ば「
楽た

の

し
く
⋮
」
と
い
う
以い

前ぜ
ん

の
問も

ん

題だ
い

な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

確た
し

か
に
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
う

は
１
年ね

ん

生せ
い

の

時と
き

に
比く

ら

べ
る
と
難む

ず
か

し
く
な
り
、

よ
く
聞き

い
て
い
な
い
と
わ
か

ら
な
く
な
る
こ
と
も
多お

お

く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
う

が

わ
か
ら
な
い
か
ら
と
い
っ
て

う
る
さ
く
す
る
よ
う
な
人ひ

と

も

で
て
き
て
、
私わ

た
し

た
ち
も
集

し
ゅ
う

中
ち
ゅ
う

す
る
こ
と
が
で
き
ず
先せ

ん

生せ
い

も

大た
い

変へ
ん

だ
ろ
う
な
と
思お

も

い
ま
す
。

で
も
、
た
だ
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
う

中ち
ゅ
う

に
集

し
ゅ
う

中
ち
ゅ
う

で
き
な
い
人ひ

と

に
は
、そ
う
な
っ

て
し
ま
っ
た
き
っ
か
け
や
友と

も

だ
ち
関か

ん

係け
い

の
悩な

や

み
な
ど
、
何な

ん

ら
か
の
理り

由ゆ
う

も
あ
る
と
は
思お

も

い
ま
す
。
し
か
し
、
４
月が

つ

に

な
れ
ば
私わ

た
し

た
ち
も
３
年ね

ん

生せ
い

に

な
り
ま
す
。
自じ

分ぶ
ん

の
進し

ん

路ろ

を

き
ち
ん
と
考か

ん
が

え
て
い
く
た
め

に
落お

ち
着つ

い
た
学が

く

習し
ゅ
う

を
取と

り

戻も
ど

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思お
も

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
今い

ま

、

何な
に

が
必ひ

つ

要よ
う

で
し
ょ
う
か
？

　

私わ
た
し

は
、「
楽た

の

し
く
学が

く

習し
ゅ
う

が
で

き
る
」
と
い
う
こ
と
が
、
国く

に

が
認み

と

め
た「
子こ

ど
も
の
権け

ん

利り

条じ
ょ
う

約や
く

」
の
中な

か

に
書か

い
て
あ
る

条じ
ょ
う

文ぶ
ん

だ
か
ら
と
い
う
こ
と

で
、「
だ
か
ら
何な

ん

と
か
し
て
」

と
、
だ
れ
か
に
頼た

よ

る
の
で
は

な
く
、
自じ

分ぶ
ん

た
ち
の
力ち

か
ら

で
何な

に

か
を
し
て
い
き
た
い
と
考か

ん
が

え

ま
し
た
。

　

後こ
う

期き

の
生せ

い

徒と

会か
い

で
、
落お

ち

着つ

い
た
学が

っ

校こ
う

生せ
い

活か
つ

を
送お

く

れ
る

よ
う
に
会か

い

長ち
ょ
う

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
さ
ま

ざ
ま
な
取と

り
組く

み
を
し
よ
う

こ
こ
ろ
と
心こ

こ

ろ

の
つ
な
が
り
を
求も

と

め
て

　

前ぜ
ん

回か
い

に
引ひ

き
続つ

づ

き
、
２
月が

つ

４
日か

に
行お

こ
な

っ
た﹁
第だ

い

２
回か

い

湖こ

南な
ん

市し

人じ
ん

権け
ん

教き
ょ
う

育い
く

研け
ん

究き
ゅ
う

大た
い

会か
い

﹂で
発は

っ

表ぴ
ょ
う

さ
れ

た
人じ

ん

権け
ん

作さ
く

文ぶ
ん

集し
ゅ
う

の
中な

か

か
ら
、
中ち

ゅ
う

学が
く

生せ
い

の
作さ

く

品ひ
ん

を
紹し

ょ
う

介か
い

し
ま
す
。

■
問と

い
合あ

わ
せ
先さ

き　

人じ
ん

権け
ん

教き
ょ
う

育い
く

課か　

�
77
◦
7
0
3
6

わ
た
し
が
は
じ
め
る
人じ

ん

権け

ん

教き
ょ
う

育い

く

　

人じ
ん

権け
ん

に
関か

ん

す
る
ビ
デ
オ
の
貸か

し

出だ
し

を
行

お
こ
な

っ
て
い

ま
す
。
学が

く
し
ゅ
う
か
い

習
会
・
研け

ん
し
ゅ
う
か
い

修
会
な
ど
で
ご
活か

つ

用よ
う

く
だ

さ
い
。

大だ
い

助す
け

・
花は

な

子こ

の

﹃
男お

と
こ

・
女お

ん
な　

ど
っ
ち
が
得と

く

？
﹄

　

喫き
っ

茶さ

「
花は

な

子こ

」
で
の
悩な

や

み
多お

お

き
人ひ

と

々び
と

の
つ
ぶ

や
き
を
聞き

い
て
く
だ
さ
い
。
自じ

分ぶ
ん

ら
し
く
輝か

が
や

い

て
い
る
人ひ

と

が
登と

う

場じ
ょ
うし
ま
す
。

○
1
年ね

ん

間か
ん

の
育い

く

児じ

休き
ゅ
う

業ぎ
ょ
うを
取と

り
、
育い

く

児じ

に
専せ

ん

念ね
ん

す
る
男だ

ん

性せ
い

○
ト
ラ
ッ
ク
運う

ん

転て
ん

手し
ゅ

と
し
て
大だ

い

活か
つ

躍や
く

の
女じ

ょ

性せ
い

○
ベ
テ
ラ
ン
看か

ん

護ご

師し

と
し
て
信し

ん

頼ら
い

の
厚あ

つ

い
男だ

ん

性せ
い

　

3
つ
の
事じ

例れ
い

と
喫き

っ

茶さ

店て
ん

に
集あ

つ

ま
る
人ひ

と

た
ち
の

話は
な
しを
通と

お

し
て
、
楽た

の

し
み
な
が
ら
、
暮く

ら
し
の
中な

か

に
あ
る
問も

ん

題だ
い

点て
ん

に
つ
い
て
考か

ん
が

え
ま
す
。

﹃
差さ

別べ
つ

っ
て
い
っ
た
い
何な

ん

や
ね
ん
﹄

～
歩あ

る

く
水す

い

平へ
い

社し
ゃ

宣せ
ん

言げ
ん

・
川か

わ

口ぐ
ち

泰や
す

司し

～

　
「
世せ

代だ
い

を
超こ

え
て
伝つ

た

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

強つ
よ

い
思お

も

い
が
あ
る
。
差さ

別べ
つ

の
な
い
社し

ゃ

会か
い

を
願ね

が

い
、

懸け
ん

命め
い

に
生い

き
て
き
た
父ち

ち

や
母は

は

、
祖そ

母ぼ

、
そ
し
て

多お
お

く
の
先せ

ん

輩ぱ
い

た
ち
」

　

そ
の
思お

も

い
を
語か

た

り
継つ

ぐ
新し

ん

世せ

代だ
い

の
川か

わ

口ぐ
ち

さ
ん

が
、
差さ

別べ
つ

の
本ほ

ん

質し
つ

を
追つ

い

求き
ゅ
うし
、
自じ

分ぶ
ん

の
言こ

と

葉ば

と

分わ

か
り
や
す
い
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

で
語か

た

り
か
け
ま
す
。
エ
ネ

ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
講こ

う

演え
ん

と
川か

わ

口ぐ
ち

さ
ん
自じ

身し
ん

の
体た

い

験け
ん

を
振ふ

り
返か

え

る
内な

い

容よ
う

で
す
。

と
し
て
い
ま
す
。
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
う

の
始は

じ

ま
り
を
き
ち
ん
と
す
る
こ
と

や
、
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
う

に
集

し
ゅ
う

中ち
ゅ
う

し
て
取と

り

組く

む
こ
と
を
各か

く

学が
っ
き
ゅ
う級
に
ス

ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
掲か

か

げ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
自じ

分ぶ
ん

た
ち
で

で
き
る
こ
と
か
ら
始は

じ

め
て
は

ど
う
だ
ろ
う
か
、
そ
ん
な
こ

と
を
生せ

い

徒と

会か
い

の
役や

く

員い
ん

に
な
っ

て
考か

ん
が

え
て
み
ま
し
た
。

　

ま
ず
始は

じ

め
る
の
は
自じ

分ぶ
ん

か

ら
、
そ
し
て
そ
ん
な
想お

も

い
を

と
も
に
す
る
人ひ

と

た
ち
の
輪わ

を

私わ
た
し

の
周ま

わ

り
か
ら
少す

こ

し
ず
つ
大お

お

き
く
広ひ

ろ

げ
、学が

っ

級き
ゅ
う
に
、学が

く

年ね
ん

に
、

そ
し
て
全ぜ

ん

校こ
う

に
広ひ

ろ

げ
て
い
き

た
い
と
思お

も

い
ま
す
。「
楽た

の

し
く

学が
く

習し
ゅ
う

で
き
る
学が

っ

校こ
う

に
す
る
た

め
に
」。

人じ
ん

権け
ん

教き
ょ
う

育い
く

課か

所し
ょ

蔵ぞ
う

人じ

ん

権け

ん

啓け

い

発は

つ

ビ
デ
オ
紹し

ょ
う

介か

い

26分
ぷ ん

﹁
子こ

ど
も
の
権け

ん

利り

条じ
ょ
う

約や

く

﹂か
ら
考か

ん
が

え
た
こ
と

石い
し

部べ

中ち
ゅ
う

学が
っ

校こ
う

２
年ね

ん︵
当と

う

時じ

︶　

中な
か

村む
ら　

幸さ

希き

30分
ふ ん

Part2
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◎譲ります
●ひな人形（７段飾り）　●２段ベッド
●甲西高校男子制服（夏・冬とも175A）

◎譲ってください
●女児用バレエ用品一式（身長105 ～ 120㎝程度）
●光星学園女児制服一式
●石部南小学校制服、体操服、かばんなど一式
●ベビーベッド　●食卓テーブル
●幼児用自転車　●ベビーカー

※ 交換の交渉は、譲りたい人と譲ってほしい人
の間で直接行っていただきます。その際、連
絡先の電話番号を相手方にお伝えすることに
なりますのでご了承ください。

問環境課クリーンタウン推進担当〔東庁舎〕
　�71◦2358

　リサイクルプラザは、燃えないごみを処理す
る施設です。燃えるごみ、家電リサイクル４品
目、家庭用パソコンなどお預かりできないもの
があります。「保存版ごみの分け方出し方マニュ
アル」で必ず確認してください。

交　換　銀　行

湖南市リサイクルプラザ
�75◦3933
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今
月
の
納
税
な
ど

･ 

国
民
健
康
保
険
税（
第
1
期

　
　
分
）

･
保
育
料

･
介
護
保
険
料

･
住
宅
使
用
料

･
上
水
道
使
用
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･
下
水
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料

　

納
期
限
は
5
月
1
日（
火
）で

す
。
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

納
税
な
ど
は

　
　

”口
座
振
替
“で
！

　

預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き

落
と
さ
れ
る
口
座
振
替
は
、
毎
月

の
納
め
忘
れ
が
な
く
、
手
間
も
省

け
ま
す
。

　

取
扱
金
融
機
関（
滋
賀
銀
行
・

甲
賀
郡
農
業
協
同
組
合
・
び
わ
こ

銀
行
・
滋
賀
県
信
用
組
合
・
湖
東

信
用
金
庫
・
近
畿
労
働
金
庫
）、

郵
便
局
の
窓
口
で
手
続
き
を
行
う

と
、
翌
月
以
降
か
ら
口
座
振
替
に

な
り
ま
す（
手
続
き
に
は
通
帳
と

届
出
印
が
必
要
）。

　

な
お
、
口
座
振
替
は
一
度
手
続

き
を
行
う
と
、
課
税
な
ど
が
な
く

な
っ
て
も
、
口
座
振
替
の
解
約
手

続
き
を
行
わ
な
い
か
ぎ
り
継
続
し

ま
す
。

問
税
務
課〔
東
庁
舎
〕

・
市
民
税
担
当

�
71

2
3
1
9

・
固
定
資
産
税
担
当

�
71

2
3
2
1

・
納
税
担
当　

�
71

2
3
2
0

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧

帳
簿
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す

　

湖
南
市
に
土
地
・
家
屋
を
所
有

す
る
人
は
、
市
内
の
土
地
・
家
屋

の
評
価
額
を
載
せ
た
帳
簿
を
見

て
、
ほ
か
の
資
産
と
比
較
し
評
価

が
適
正
か
ど
う
か
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

※
法
人
の
資
産
の
場
合
や
、
本
人

以
外
が
閲
覧
す
る
場
合
は
委

任
状
な
ど
が
必
要
で
す
。

■
期
間

4
月
2
日（
月
）～
5
月
31
日

（
木
）　

午
前
8
時
30
分
～
午

後
5
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く

■
閲
覧
場
所
・
問

　

税
務
課
固
定
資
産
税
担
当〔
東

庁
舎
〕        

�
71

2
3
2
1

緑
の
少
年
団
団
員
募
集

　

大
自
然
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、

緑
の
大
切
さ
、
素
晴
ら
し
さ
を
一

緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
。
ま
た
緑
化

推
進
の
た
め
の
奉
仕
活
動
や
楽
し

い
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
も

行
っ
て
い
ま
す
。

■
対
象　

市
内
の
小
学
生（
3
年

生
以
上
）

■
年
会
費　

無
料

■
年
間
活
動
内
容

○
野
外
学
習（
森
で
の
樹
木
観

察
・
ク
ラ
フ
ト
体
験
な
ど
）

○
奉
仕
活
動（
緑
を
守
り
育
て
る

た
め
の
募
金
活
動
へ
の
協
力

や
自
然
環
境
美
化
活
動
）

○
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

（
キ
ャ
ン
プ
な
ど
）

※
年
間
6
回
程
度
の
活
動
で
す
。

問
緑
の
少
年
団
事
務
局（
農
林
課

内
）〔
東
庁
舎
〕�71

2
3
2
9

情
報
あ
ら
か
る
と

■印…休所日
□印…粗大ごみ戸別収集日
※粗大ごみ戸別収集の申し込みは、収集日の前の

週の金曜日までに電話でリサイクルプラザへ。
※搬入（持ち込み）の受付は、開所日の午前９時か

ら午後４時です。

問：問い合わせ先

４月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30
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� 72 ◦ 4008

保健センター

　総合体育館

�75◦8190　�75◦8192
〔〒520－3202　西峰町１－１〕

問：問い合わせ先　 ：ホームページアドレス

■日時　６月２日（土） 午後２時開
演（午後１時30分開場）

■場所　総合体育館
■入場料【エリア指定・全席自由】
　大人1,500円、小人（３歳以上）

1,000円、２階席1,000円（大人
小人同一）

■定員　1,000人

■前売券発売場所
　甲西文化ホール、ローソンチ

ケット（�0570◦084◦005　L
コード＝53925）

※チケット購入枚数は一人5枚ま
でとします。

※甲西文化ホールでは電話予約は
受け付けていません。

当日は動きやすい服装、足もとは
上靴または裸足で。
問甲西文化ホール
　�72◦2133

http://www.kosei-bunkahall.jp/

　NHK 教育テレビ「おかあさんといっしょ」10
代目体操のお兄さんとして活躍し、その後も多
方面で活躍中の佐藤弘道さんの親子体操教室。
親子で楽しく体操をしましょう。

ギャラリー展示

みんな湖南にあつまれ！
ひろみちお兄さんの体操教室

　市民学習交流センター
（サンヒルズ甲西）

市民学習交流センター
（サンヒルズ甲西） �72◦2133

　甲西文化ホール

              甲西水墨画 
サークル作品展
　四季の風景・樹木・草花などを
題材に色紙、短冊などに描いた作
品約50点を展示します。
■期間
　４月５日（木）～ 25日（水）
　午前９時～午後10時
※月曜日と祝日は午後５時まで

春のうきうきマーケット
　春は入学・就職・引っ越しなど
で身の回りの整理をする季節です。
エコライフを勧める場としてフリー
マーケットを開催します。
■日時　４月22日（日）
　午前10時～午後３時

フリーマーケット出店者募集
■区画数
　60区画（先着順）
※１区画は２ｍ×２ｍ
■出店料　１区画1,000円
■申込方法　４月16日（月）までに
「出店希望」・住所・氏名・電話
番号を来館またははがき、FAX
で。

表装サークル作品展
■日時　４月14日（土）～ 30日（祝）
　菩提寺公民館
で活動している
サークルの色紙
掛け、はがき掛
けなど伝統にと
らわれない創作
掛軸などを展示
します。

第19年度湖南市文化ホール
友の会会員募集
■会員期間
　平成20年３月31日まで
■年会費　1,000円
■主な特典
・ 甲西・石部文化ホール主催事業

のチケットを10％割で購入する
ことができます（本人分のみ）。

・ チケットを一般発売日よりも早
く購入することができます（一人
2枚まで）。

・ 文化ホールが企画する舞台鑑賞
ツアーに参加することができま
す。

■申込方法　６月30日（土）までに
年会費を添えて甲西文化ホール
へ。

� 77 ◦ 6250

　石部公民館

初心者パソコン教室
　個人学習で進めますので自分の
ペースで学べます。
■日時　毎月第２・第４水曜日
　午後７時～９時
■受講料　無料
※テキストを希望する場合はテキス

ト代が必要です。
■講師　湖南まなびすとスタッフ
※申込不要。直接会場へお越しくだ

さい。

　

　
第17回 にごり池さくらまつり
　市内有数の桜の花見スポット、
にごり池自然公園。今年もさくら
色に染まる会場へお越しください。
■日時　４月８日（日）　※小雨決行
　午前10時～午後４時30分
■場所　にごり池自然公園
○イベント

フリーマーケット、フワフワ、子
ども機関車、子どもビンゴゲーム

○ステージ
湖國十二坊太鼓、剣玉、バルー
ンショー、移動ボランティアセ
ンター　ほか

※会場周辺は通行規制を行います。
指定の駐車場をご利用ください。

問湖南市商工会青年部
　�72◦0038

企画展示

入場
無料

4/14（土）
午前９時
発売開始 男性の料理教室

　高齢化が進むなか、台所に立つ
ことに慣れていない男性が料理へ
の関心を持ち、仲間づくりや今後
の生活に役立てていくことを目的
としています。
　これまでの参加者の動機はさま
ざまですが、料理を通していろい
ろなことを学び、感じ、生き生き
と活動しています。
　男性の皆さん、おおいに厨房に
入りましょう。
■日時　４月～平成20年３月（毎

月１回）　午前10時～午後２時
■対象　おおむね60歳以上の男性

で、料理の経験がほとんどない
人

■定員　12人（先着順）
■申込方法　４月２日（月）から６日
（金）の午前８時30分から午後５
時に保健センターへ（電話可）。



Konan  2007.42�

　

問：問い合わせ先　 ：ホームページアドレス

参加費
無料

　
パソフレ講座
エクセルでお祝い返しを簡単に！
　Excel の活用で、慶弔などのデー
タを分かりやすく
◇４月18日（水）・25日（水）
　〔全２回〕
◇対象　「Excel 初級」講座を終了し

た人、または同レベルの人
◇受講料　1,500円

インターネット＆電子メール
　インターネットや電子メールの基
礎知識、セキュリティの重要性など
の学習
◇５月８日（火）・10日（木）・15日
（火）・17日（木）・22日（火）・24
日（木）〔全６回〕

◇対象　「はじめてのパソコン」講
座を終了した人、または同レベル
の人

◇受講料　5,050円（テキスト代含
む）

おきまりコースカレンダー№1
　季節にあったオリジナルカレン
ダーの作成を通じ、パソコンを自分
のものに
◇５月９日（水）
◇対象　「Word 初級・中級」講座

を終了した人、または同レベルの
人

◇受講料　750円

Word に少し強くなるシリーズ②
　ツールバーを使って簡単上手にレ
イアウト
◇５月16日（水）
◇対象　「Word 初級・中級」講座

を終了した人、または同レベルの
人

◇受講料　750円

相談会
　セキュリティソフト
更新・インストール
◇５月30日（水）
◇費用　１時間600円

■場所　市民学習交流センター（サ
ンヒルズ甲西）本館

■時間　午後1時30分～ 4時30分
■主催　（財）湖南市文化体育振興事

業団
※必ず、事前に申し込みをしてく

ださい。
※パソフレ講座を受講した人に対

する「電話サポート」を開始しま
した。

問ＮＰＯ法人パソフレ
　谷　�75◦0063
　中井�75◦3888
　鈴木�75◦5466

 http://www.pasofure.org./

� 77 ◦ 2535

　石部南公民館

パソコン初心者向け相談
（パソコンよろず工房）
　エクセル、ワードからシステム
の相談まで
■日時　毎週月曜日
　午前９時30分～ 11時30分
※開催日が毎週水曜日から月曜日

に変わりました。
※30日は振替休日のため休みです。
■講師　Ｉ

アイ

・Ｉ
ア イ

ランドめーる編集ス
タッフ

※事前に申し込みが必要です。その
際に相談内容をお知らせください。

特集展示

　東海道石部宿歴史民俗資料館
〔雨山文化運動公園内〕

東海道五十三次宿場展
―土山・水口・石部・草津・大津―
　県内の宿場（土山・水口・石部・
草津・大津）の様子を描いた館蔵品
の浮世絵を展示します。
■期間　４月６日（金）～５月27日
（日） 午前９時～午後４時30分
（入館は午後４時まで）

■休館日　毎週月曜日（ただし、４
　月30日は開館、翌５月１日は休

館）
■入館料　大人320円（260円）、
　小・中学生160円（110円）
※（　）内は20人以上の団体料金
問生涯学習課文化財担当〔石部文

化総合センター〕 　�77◦6250

あったかほーむいしべ宿
ゲーム大会
　春の暖かい日に親子で一緒に
ゲームを楽しみませんか。親子で
できるゲームです。
■日時　４月21日（土）
　午前10時30分～午後１時
■場所  石部コミュニティセンター
■内容　ゲーム大会、日赤奉仕団

による催しの披露
■参加費
　大人：300円、子ども：無料
■持ち物　シート、水筒、はし
※昼食は用意します。アレルギー

のある人は申し込み時にお知ら
せください。

■申込期限　４月14日（土）
問 NPO 法人ワイワイあぼしクラ

ブあったかほーむいしべ宿
　�77◦6723

　野洲川をもっと身近に！
第2回 野洲川ウォーク
　「まちの中心を流れる野洲川を
もっと身近に感じよう」を合言葉
に野洲川の堤防を歩きます。
■日時　４月22日（日） ※小雨決行
　午前９時～正午　
■集合場所　総合体育館駐車場
■コース　
　総合体育館～横田橋（６㎞）
※歩きながらごみ拾いも行います。

ご協力をお願いします。
■持ち物　飲料、タオル
問野洲川に親しむ会
　（事務局：市岡）　�72◦1194

　
公立甲賀病院
　第15回 健康講座
■日時　４月21日（土）　
　午後２時30分～４時
■場所　サントピア水口（甲賀市）
■内容　講演：「身近な血液の病気

の話－貧血から白血病まで－」
　講師：瀬川秀和（甲賀病院内科

医長）
■定員　100人
■申込方法　来院または電話、FA
　X で。
問公立甲賀病院医療連携情報室地

域医療連携係
　�62◦0234　�62◦5273

　
高齢者さろん
ボランティア講座
　「いつまでも元気で楽しく暮らし
たい」。さろんはそのお手伝いをし
ています。あなたも仲間になりま
せんか。
■日時
○４月12日（木）
　高齢福祉介護課による話
○４月26日（木）
　体にやさしいおやつ作り
○５月10日（木）
　歌遊び、手品などを交え経験談

を聞きましょう
○５月24日（木）
　「さくらさろん」体験参加　
　いずれも午前10時～正午　　
■場所　社会福祉センター
■対象　市内在住で、講座終了後

もボランティアとして参加でき
る人

問ボランティアセンター
　�72◦1523
　ボランティアセンターふれあい

�77◦6001

受講料
無料

受講料
無料

運動靴着用
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石
部
図
書
館

日 時　　間 内　　　　　　　　　　　　容

８日（日） 11：00 ～ 12：00
14：30 ～ 15：30

きじっこおはなしかい　グループ「ピッコロロ」による、絵本の読み聞かせなど
の楽しいおはなしの時間（午前は幼児から小学校低学年向け。午後は小学生以
上向け）。

20日(金） 11：00 ～ 11：20 よっといでたいむ　図書館員による、おひざにだっこのおはなしかい。絵本の
読み聞かせや紙芝居など（入園前の子どもと保護者向け）。

28日(土） 16：00 ～ 16：30 子ども読書の日記念・よっといでたいむ　図書館員による、絵本の読み聞かせ
や紙芝居などの楽しいおはなしの時間（幼児から小学生向け）。

☆
一
人
、図
書
な
ど
15
点
・
Ｃ
Ｄ
5
点
・
ビ
デ
オ（
石
部
図
書
館
の
み
）2
点
ま
で
3
週
間（
移
動
図
書
館
は
次
の
巡
回
日
ま
で
）借
り
ら
れ
ま
す
。
貸
出
点
数
は
両
図
書
館
・

移
動
図
書
館
を
合
わ
せ
た
数
で
す
。
返
却
期
限
は
お
守
り
く
だ
さ
い
。
期
限
を
過
ぎ
た
本
の
再
貸
出
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

図
書
館
へ
行
こ
う

甲
西
図
書
館

日 時　　間 内　　　　　　　　　　　　容

１日（日） 14：00 ～ 16：20
日曜シアター「マトリックス」 ’99　米　ウォシャウスキー兄弟監督。キアヌ・
リーブス主演。2199年、Ａ.Ｉ. が支配する地球。人類は仮想現実の中に生きて
いた（字幕）。　　

６日（金） 11：00 ～ 11：30
ちっちゃなかぜおはなしかい　グループ「ちっちゃなかぜ」による、おひざに
だっこのおはなしかい。絵本の読み聞かせや手遊びなど ( 乳幼児から入園前の
子どもと保護者向け）。

７日（土） 14：00 ～ 15：00 おにぎり村の人形劇　「うらしまたろう」( 影絵 )「キャベツくん」( 紙芝居 )「金
のがちょう」( 人形劇 )　※詳しくは左ページをご覧ください。

８日（日） 14：00 ～ 16：20

日曜シアター「マトリックス・リローデッド」 ’03　米　ウォシャウスキー兄
弟監督。キアヌ・リーブス主演。人類最後の都市ザイオンは人類滅亡をプログ
ラムされたマシンに侵略されてしまう。人類の未来と希望は、救世主ネオに託
された（字幕）。

14日（土） 14：00 ～ 14：30 おはなしの森　図書館員による、絵本の読み聞かせや紙芝居などの楽しいおは
なしの時間（幼児から小学生向け）。

15日（日） 14：00 ～ 16：10
日曜シアター「マトリックス・レボリューションズ」 ’03　米　ウォシャウス
キー兄弟監督。キアヌ・リーブス主演。人類とマシンとの壮絶な戦いは結末に
向け、怒涛の展開を見せる。マトリックス・シリーズ最終章（字幕）。

21日（土） 14：30 ～ 15：30 ちっちゃなかぜおはなしかい　グループ「ちっちゃなかぜ」による、おはなしと
絵本の楽しい時間（前半は４歳以上の幼児向け、後半は小学生向け）。

22日（日） 14：00 ～ 16：00 子ども読書の日記念「野呂昶講演会～詩を書くよろこび、詩を読むよろこび～
子どもの創作詩の世界」　※詳しくは左ページをご覧ください。

４月の行事予定

●『
わ
た
し
の
文
房
具
』
木
村
衣
有

子 

著（
K
K
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
ズ
）…

文
房
具
は「
思
い
出
」
と「
憧
れ
」
の

道
具
。
懐
か
し
く
て
、
格
好
よ
く
て
、

小
さ
な
存
在
で
あ
る
文
房
具
の
あ
れ

こ
れ
。

●『
ボ
ー
ル
ペ
ン
と
え
ん
ぴ
つ
の
こ

と
』宇
井
野
京
子 

著（
木
楽
舎
）…
銀

座
に
あ
る
ボ
ー
ル
ペ
ン
と
鉛
筆
の
小

さ
な
店「
五
十
音
」。
な
ぜ
今
、
文

房
具
店
を
開
い
た
の
か
を
店
主
が
語

る
。

●『
わ
た
し
の
台
所
の
つ
く
り
方
』

石
黒
智
子 

著（
暮
し
の
手
帖
社
）…

家
族
が
だ
れ
で
も
使
え
て
暮
ら
し
の

変
化
に
対
応
で
き
る
台
所
を
。
23
年

間
工
夫
を
重
ね
て
き
た
台
所
と
台
所

道
具
を
紹
介
。

●『
う
つ
わ
日
和
。』 

祥
見
知
生 

著

（
ラ
ト
ル
ズ
） 

…
作
り
手
の
心
が
宿

る
器
に
は
、
や
が
て
使
い
手
の
心
も

宿
っ
て
く
る
。
器
と
の
暮
ら
し
方
、

11
人
の
作
り
手
の
思
い
を
伝
え
る
。

●『
乙
女
の
雑
貨
生
活
』
柳
沢
小
実 

著 

（
主
婦
と
生
活
社
）…
日
々
使
う

も
の
を
通
じ
て
暮
ら
し
を
慈
し
ん
で

い
き
た
い
。
と
も
に
暮
ら
す
、
お
気

に
入
り
の
も
の
の
数
々
。

●『
袱
紗
・
風
呂
敷
』竹
村
昭
彦 

監
修

（
東
京
美
術
）…
人
生
の
節
目
の
儀
礼

や
贈
答
で
使
わ
れ
る
袱ふ

く

紗さ

や
風
呂
敷

の
意
匠
か
ら
、
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た

心
を
ひ
も
解
く
。

●『
ボ
タ
ン
9
3
8
』
小
坂
直
子 

著

（
六
耀
社
）…
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
見
つ
け

た
珠
玉
の
ボ
タ
ン
9
3
8
個
を
素
材

ご
と
に
解
説
付
き
で
紹
介
す
る
。

●『
群
よ
う
こ
の
良
品
カ
タ
ロ
グ
』

群
よ
う
こ 

著（
角
川
書
店
）…
日
用

雑
貨
か
ら
調
理
器
具
な
ど
、
試
行
錯

誤
の
末
に
よ
う
や
く
見
つ
け
た
愛
用

の
品
々
。

●『
我
楽
多
じ
ま
ん
』
中
野
翠 

著

（
祥
伝
社
） 

…
子
ど
も
の
こ
ろ
に
な

じ
ん
だ
り
、
あ
こ
が
れ
た
り
し
た
懐

か
し
の
雑
貨
。

●『
菊
地
武
男
の
靴
物
語
』
竹
澤
遼

子 
著（
晩
聲
社
）…
自
ら
足
に
あ
っ

た
靴
を
作
る
た
め
木
型
を
削
る
。
菊

地
の
求
め
た
足
へ
の
優
し
さ
が
に
じ

む
。

●『
帽
子
か
ら
は
じ
め
る
オ
シ
ャ

レ
』伊
豆
原
月
絵 
著（
東
京
堂
出
版
） 

…
顔
の
形
や
体
型
、
季
節
で
帽
子
も

い
ろ
い
ろ
。
あ
な
た
に
あ
っ
た
帽
子

を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●『
ず
っ
と
使
い
た
い
、和
の
生
活
道

具
』
藍
野
裕
之 

著（
地
球
丸
） 

…
使

う
ほ
ど
に
愛
着
が
わ
く
、
手
に
な
じ

む
、
手
仕
事
か
ら
生
ま
れ
た
生
活
用

具
。

●『
レ
ト
ロ
な
つ
か
し
ダ
イ
ア
リ
ー
』

佐
々
木
ル
リ
子 

著（
河
出
書
房
新

社
）…
懐
か
し
い
も
の
に
出
合
う
と

い
ろ
い
ろ
な
思
い
出
が
よ
み
が
え

る
。
昔
、
目
に
し
た
レ
ト
ロ
な
も
の

を
集
め
る
。

●『
旅
で
恋
に
落
ち
る
瞬
間
』
平
松

洋
子 

著（
日
本
放
送
出
版
協
会
） 

…

旅
先
で
著
者
が
出
合
っ
た
宝
物
に
ま

つ
わ
る
エ
ッ
セ
イ
。

モ
ノ
に
こ
だ
わ
る
生
活

ゴールデンウィーク中の祝日は、どちらかの図書館が開館しています。
　４月29日（日）、５月５日（土）は甲西図書館、５月３日（木）・４日（金）は石部図書館がご利用いただけます。
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図
書
館
へ
行
こ
う

※４月10日（火）までは春休みのため、小学校、幼稚園、保育園は運休します。
※移動図書館車でも予約することができます。希望の本が見つからない場合

は気軽にお申し付けください。   

●は甲西図書館のみの休館日です（月曜日）。
■は石部図書館のみの休館日です（水曜日）。
●は両館の休館日です（火曜日・祝日・月末木曜日）。
☆開館時間は、両図書館とも午前10時から午後

６時です。
☆本や行事についての問い合わせは開館時間中

に電話でもどうぞ。

○石部図書館
　　（石部中央一丁目2-3　�77◦6252）
○甲西図書館
　　（中央五丁目50　�72◦5550）

4月のカレンダー 移動図書館車「マツゾウくん」４月の巡回スケジュール
場　所 日 時　間

岩根東農業集落
センター前 4（水）

18（水）

15：20 〜 15：50

サンヒルズ甲西
（本館）駐車場 16：20 〜 16：50

北山台自治会館前 5（木）
19（木）16：25 〜 16：55

市立三雲公民館前 6（金）
20（金）

14：00 〜 14：30

妙感寺多目的集会所前 15：15 〜 15：45

菩提寺幼稚園前 11（水）
25（水）

13：50 〜 14：20

フレンドマート第2駐車場 16：20 〜 16：50

下 田 公 民 館 前 13（金）
27（金）

14：00 〜 14：30

中山生協集会所予定地 16：20 〜 16：50

場　所 日 時　間
三 雲 小 学 校

18（水）
12：55 〜 13：35

岩 根 小 学 校 13：50 〜 14：50
石部南小学校

19（木）
13：15 〜 13：55

阿 星 保 育 園 14：20 〜 14：40
石 部 小 学 校 14：55 〜 15：55
三雲東小学校

20（金）
12：55 〜 13：35

三 雲 保 育 園 14：30 〜 14：50
菩提寺北小学校

11（水）
25（水）

12：55 〜 13：35
菩提寺保育園 14：25 〜 14：45
菩提寺小学校 14：55 〜 15：55
下 田 小 学 校 13（金）

27（金）
12：55 〜 13：35

水 戸 小 学 校 14：50 〜 15：50

４月から、石部文化総合センター（石部公民館・石部文化ホール・石部図書館）の空調設備
改修工事を行います
　皆様には大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。なお、４月から９月までの図書館
利用カレンダーを配布していますが、石部図書館は工事に伴い臨時休館することがあります。あらかじめご了
承ください。

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 5/1 2 3 4 5

甲西図書館

おにぎり村の人形劇
日時　４月７日（土） 午後２時～３時
演目　「金のがちょう」( 影絵 )
　　　「キャベツくん」( 紙芝居 ) ほか
場所　２階視聴覚室
※ 開演後の途中入場はできない場合があり

ます。

春休みの人形劇

入場
無料

先着
180人

　戦前戦後の日本の絵本雑誌で、絵本と子どもの読書の
歩みを振り返ります。

４月７日（土）～29日（日）

子ども読書の日記念
絵本雑誌でみる　こどもの読書のあゆみ

展示コーナー 甲西図書館

　「子どもたちにもっと本を」との願いから誕生した「こど
もの読書週間」は、世界本の日・子ども読書の日の４月23日
から５月12日の20日間です。1959年（昭和34年）の誕生当
初から、図書館・書店・学校を中心に、子どもたちに本を手
渡すさまざまな行事が行われてきました。
　皆さんも家庭で、地域で、子どもと共に読書を楽しんでみ
ませんか。

　  子ども読書の日記念　野呂昶
さ か ん

講演会
「詩を書くよろこび、詩を読むよろこび

　－子どもの創作詩の世界－」
■日時　４月22日（日）
　午後2時～ 4時（質疑応答を含む）
■場所　甲西図書館２階視聴覚室
■定員　70人
■申込方法　図書館カウンターへ（電話可）。

「いっしょに、読もうか」

　新しい委員は次の10人のかたがたです
（五十音順）。なお、任期は平成21年2月ま
でです。

○猪飼由利子さん　　○妹背　　醇さん
○林　　和子さん　　◎原山　敏子さん
○平賀　胤壽さん　　○松井　幸子さん
○松尾　　宏さん　　◎藪　　重勝さん
○山元　敏光さん　　○吉村　哲治さん　

（◎は公募委員）

図書館協議会委員が決まりました

入場
無料

2007 第49回 こどもの読書週間
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◎開館日　月曜日～金曜日
◎休館日　土・日曜日、祝日、年末年始
◎開館時間　午前９時～午後４時

　　　

☆開放日（午前10時～正午）    
　子どもたちが自由に遊べる場として、また保護者
どうしの交流の場として開放しています。相談があ
れば気軽に職員に声をかけてください。 
◦日時　４月17日（火） 午前９時30分～ 11時
　保健師と栄養士が子育て相談に応じます。  
　持ち物：母子健康手帳

　にこにこの日
◦日時　４月27日（金） 午前10時30分～ 11時30分 
　（受付：午前10時15分～）    
　『こいのぼりをつくろう！』

◇サークル使用日
　センター登録の子育て支援
サークルが活動する日です。
一般には開放していません。

※ 園庭側駐車場が満車の場合は、　保育園東側の岩根
東農業集落センターの駐車場をご利用ください。 
   

■日時　４月16日（月） 午前10時～ 11時30分
　（受付：午前９時40分～ 50分）
■対象　8 か月までの子ども
■内容　助産師による育児相談とベビーマッサージ
■持ち物　バスタオル、母子健康手帳
※申し込み不要

◆ひよこ広場

子育て支援ホームページアドレス　http://www.edu-konan.jp/kosodate/　　たんぽぽはうすメールアドレス　kosodate-s@city.konan.shiga.jp

子育て支援センター 石部子育て支援センター

◆開放日�（午前10時～ 11時30分）
　４月12日（木）・17日（火）・23日（月）

◎開館日　月曜日～金曜日
◎休館日　土・日曜日、祝日、年末年始
◎開館時間　午前８時30分～午後５時15分

ル：kosodate-s@city.konan.shiga.jp

（岩根保育園2階）　�・�72◦7089 （石部保育園隣接）　�77◦8570　�77◦8572

　

第１回 サークル代表者交流会

子育て支援センター合同企画

■日時　４月18日（水） 午前10時～ 11時30分
■場所　子育て支援センター　ひまわり 　
　市内のさまざまな場所で活動している子育てサー
クル代表の皆さん、楽しく交流しませんか。 　
　「ほかのサークルはどんなことをしているのかな」

「支援センターはどんな支援をしてくれるのかな」な
ど、気楽に話し、一緒に考えていきましょう。ぜひ
参加してください。

４月

日 月 火 水 木 金 土

1　 2 ☆ 3 ☆ 4 ◇ 5 ☆ 6 ☆ 7　

8　 9 ☆ 10 ☆ 11 ◇ 12 ☆ 13 ☆ 14　

15　 16 ☆ 17 ☆ 18 ◇ 19 20 ☆ 21　

22　 23 ☆ 24 ☆ 25 ◇ 26 ☆ 27 28　

29　 30　 　　

ひまわり たんぽぽはうす

くまグループ
　親子で一緒に楽しく遊びましょう。
■日時　４月20日・27日、５月18日・25日、６月１日・

15日・29日、７月６日（すべて金曜日・全８回） 
　午前10時～ 11時30分（受付：午前９時30分～ 45

分）
※日程は変更になる場合があります。
■対象　平成19年４月１日現在で２歳以上の子ども

とその保護者
■定員　20組（先着順）
※初めて参加する人を優先します。
■内容　工作、散歩、スライム遊び、クッキング、ふ

れあい遊びなど
■参加費　150円（材料費）
※申し込み時に徴収します。
■申込方法　４月２日（月）から６日（金）にセンター

へ（電話可）。電話申し込みの場合は、後日、参加
費を徴収しますので、４月６日（金）までにセンター
へお越しください。案内をお渡しします。

※弟妹の託児サービスあり（定員：先着5人）。

りすグループ
　親子のふれあい遊びと交流会
■日時　４月24日（火） 午前10時～ 11時
　（受付：午前９時45分～）
■対象　9 か月から１歳２か月までの子どもとその保

護者
■定員　15組（先着順）
■内容　親子ふれあい遊び、自由遊び
■申込方法　４月９日（月）から13日（金）にセンター

へ（電話可）。　

◆にこにこ広場

湖南市子育て支援ホームページとメールのアドレスが変わりました。
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　特別なメニューはありません。0 歳の赤ちゃんか
らどなたでも参加できます。子育ての先輩であるサ
ポーターと一緒に、楽しい時間を過ごしましょう。
初めての人も一度のぞいてみてください。申し込み
は不要です。

■日時　４月19日（木） 午前10時～ 11時30分
■対象　未就学の幼児とその保護者

三 雲 保 育 園
石 部 保 育 園
岩 根 保 育 園
下 田 保 育 園

�72◦1385
�77◦2073
�72◦1389
�75◦2420

平 松 保 育 園
阿 星 保 育 園
菩提寺保育園
水 戸 保 育 園

�72◦0390
�77◦2950
�74◦1373
�75◦0630

※どなたでも参加できます。

保育園や幼稚園での子どもたちの
とっておきの会話を紹介するコー
ナーです。今月は 平松保育園です。

■時間　午前10時～正午
問生涯学習課社会教育担当〔石部文化総合センター〕

�77◦6250

今年、初めて降ってきた雪を見て ･･･

A ちゃん　「先生、桜が降ってきた ･･･ ！」

それを聞いていた周りの子どもたちも
「ほんまやー。桜や、桜や！」

ほっと心が和んだ一言でした。
本当の桜の花が舞い落ちるころは、みんな一つ大きい組さ
んだね。

○４月２日（月） 三雲公民館
○４月９日（月） 岩根公民館
○４月16日（月） 下田公民館
○４月23日（月） 石部公民館

　毎日元気に走りまわって
います。いたずらをするこ
とも増えてきたけど、これ
からも周りのみんなに笑
顔を与えられる元気な子に
育ってね。

雄輔さん・佳代子さん

（団地中）

石川　陽
は る

佳
か

ちゃん（１歳）

問：問い合わせ先

親子プレイステーション
子どもとゆっくり、しっかり向き合うところ

子育てサロン

　おもちゃを通して親子でふれあいませんか。申し
込みは不要です。
■日時　毎週火・水曜日　午前10時～正午
※開催日が毎週火・木曜日から火・水曜日に変わり

ました。
■場所　石部南公民館２階会議室
問石部南公民館　�77◦2535

きじっこひろば

ふっくら・ふっくらの会
　ほんわかした気持ちで子育てができるようお
手伝いします。この会ではわらべうたを生かし
た子育てを紹介します。ぜひご参加ください。
■日時　４月18日、５月16日、６月20日、７

月18日、８月22日、９月19日（すべて水曜日・
全６回）　午前10時～ 11時

■場所　柑子袋会館
■対象　４月12日現在、6 か月未満の子どもと

その保護者
■定員　10組（先着順）
■講師　河野由子さん
■申込方法　４月12日（木）まで
　に来館または電話で。
問柑子袋会館　�72◦2993

渡
わ た

邊
な べ

　葵
あおい

ちゃん（１歳）

　葵は毎日元気いっぱい！
　お外大好き☆公園大好き
☆ブランコも滑り台も一人
で楽々♪
　これからも元気で明る
い、笑顔のかわいい女の子
に育ってね。

恵一さん・あゆみさん

（岩根東）

どしどしご応募ください。

問情報政策課広報・広聴担当　�71◦2300

大募集
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保健センター情報

○
保
健
セ
ン
タ
ー 　

�
・
有
線
72
◦
4
0
0
8　
　

○
石
部
保
健
セ
ン
タ
ー　

 

�
77
◦
7
0
0
8

問
い
合
わ
せ
先

保健センター 毎週火・水・木曜日　午前8時30分～正午
石部保健センター 毎週月・金曜日　午前8時30分～正午
※上記の日時で都合のつかない人は事前にお知らせください。
※持ち物…印鑑・妊娠届出書 ( 各保健センターにも備え付けています）

子健康手帳の交付母

４月24日（火）
午後1時30分～ 3時30分 離乳食の進め方（調理実習を含む）

対象：平成18年11月生まれの乳児と保護者
※持ち物…母子健康手帳、エプロン、そのほか乳児に必要なもの（お
　むつやミルクなど）

ぐもぐ教室 （受付：午後1時15分〜 1時30分　場所：保健センター）も

４月20日（金）
午後1時30分～ 3時30分

助産師さんと話そう！
やってみよう！妊婦体操   

対象：妊婦・夫および家族
※持ち物…母子健康手帳
※子どもの保育が必要な人は事前にお知らせください。

マ・パパ教室Ⅰ（受付：午後1時15分〜 1時30分　場所：保健センター）マ

幼児健診（受付：午後1時〜 ２時15分）　多少時間がかかります乳

B C G
４月 ９ 日（月） 保健センター 生後3～6か

月未満４月25日（水） 石部保健センター

ポリオ
４月10日（火）

保健センター 生後3～90か
月未満４月27日（金）

※持ち物…母子健康手帳、予診票
※ 番号札は当日午前8時30分から実施場所の玄関に出しています。
　会場を離れる場合は午後2時30分までにお戻りください。

防接種 （受付：午後1時15分〜 2時30分）予

４月25日（水）　午前10時〜午後３時

　　　 甲西文化ホール前駐車場
■ 対象　18歳〜 69歳    
■ 持ち物　献血手帳、身分を証明できるもの（運転免

許証・健康保険証など）    
※ 65歳以上の人は、64歳までに献血経験のある人が対

象です。    
※ 渡航歴（英国など）により、献血できない場合があります。
※４月20日（金）までに保健センターへ予約してください。

献血にご協力ください

場所

成分献血
（予約制）

場所：保健センター（夏見）
※４月から市内すべての地域の健診を保健センター（夏見）１か

所で実施します。詳しくは右記をご覧ください。
４か月児健診 対象：平成18年12月生 ４月26日（木）
10 か月児健診 平成18年６月生 ４月23日（月）

１歳６か月児
健診

市内全域 平成17年９月生

４月17日（火）石部・石
部南小学
校区

平成17年７月生
平成17年８月生
平成17年９月生

２歳６か月児
相談・歯科健診

市内全域 平成16年９月生
４月13日（金）石部・石

部南小学
校区

平成16年８月生
平成16年９月生

３歳６か月児
健診 平成15年９月生 ４月12日（木）

※ 持ち物…母子健康手帳、質問票、バスタオル（４か月児）、歯ブラ
シ（10 か月児・１歳６か月児・２歳６か月児・３歳６か月児）

※３歳６か月児健診では尿検査・視力検査を行います。

　これまで旧石部町域・旧甲西町域に分かれて両保健
センターで実施してきた乳幼児健診を、少子化になっ
てきていることもあり、4 月から夏見の保健センター
のみで実施することになりました。
　石部保健センターで健診を受けていた石部・石部南
小学校区の人についても、今後は健診の対象月に夏見
の保健センターで受診していただくことになります。
それに伴う交通手段（コミュニティバス）の確保につ
いては今後も配慮していく予定です。
　ご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願い
します。

★ 4 月の 1 歳 6 か月児健診は平成 17 年 9 月生ま
れの子どもが対象ですが、石部・石部南小学校
区については平成 17 年 7 月・8 月生まれの子
どもも対象です。

★ 4 月の 2 歳 6 か月児相談・歯科健診は平成 16
年 9 月生まれの子どもが対象ですが、石部・石
部南小学校区については平成 16 年 8 月生まれ
の子どもも対象です。

　受け方など不明な点があれば、お問い合わせくだ
さい。

乳幼児健診は保健センター（夏見）
1 か所で実施します

　ボランティアとして地域で健康づくりを進める健康
推進員を養成する講座です。一人ひとりが健康で生き
生きと楽しく生活できるよう、乳幼児から高齢者に至
るまでの、生涯を通した健康づくりについて学びます。
　受講後は、平成20年度から健康推進員として地域
や保健センターで活動していただきます。
■期日　６月～平成20年２月（全12回）
■定員　30人
■申込方法　4月13日（金）までに電話または FAX で

保健センターへ。
　�72◦4008　�72◦1481

健康推進員養成講座
受講生募集

4月から

▲健康推進員によるふれあい食育教室
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各種相談

日 月 火 水 木 金 土

1 2
松 籟 会 館

3
三 雲 会 館

4
サンヒルズ甲西

5
菩提寺公民館

6
夏 見 会 館 7

8 9
三雲教育集会所

10
下田公民館

11
石部南公民館

12
柑子袋会館

13
岩 根 会 館 14

15 16
松 籟 会 館

17
三 雲 会 館

18
サンヒルズ甲西

19
菩提寺公民館

20
夏 見 会 館 21

22 23
三雲教育集会所

24
下田公民館

25
石部南公民館

26
柑子袋会館

27
岩 根 会 館 28

29 30

　求職活動やハローワークでの手続きのしかたなど就労に関する相談や、
職場でのトラブルに相談員が応じます。

４月の相談日　☆相談時間：午前９時～11時30分

保健センター・石部保健センター
◇内容　離乳食や子どもの発達など子

育てに関する悩みや心配なこと
※随時、電話にて受け付けます。
※ 発達相談員による発達相談（予約

制）の紹介も行います。

育児相談

保健センター　　　　　��71◦4150
◇�日時　月曜日～金曜日（祝日を除く）
　午前８時30分～午後５時15分
◇内容　妊娠、出産、育児など

赤ちゃんホットライン（電話相談）

少年センター「あすくる湖南」
〔西庁舎別棟2階〕　　　　��77◦7053
　学校や家庭での生活、非行問題など、
悩みを抱える中高生やその保護者の相
談、就学・就労に関する20歳未満の
青少年の相談を受け付けています。
　面接相談のほか、電話による相談も
行います。
◇日時　月曜日～金曜日　
　午前９時～午後４時

少年センター悩み事相談

ふれあい教育相談室
〔勤労青少年ホーム〕　　� �72◦4810
E メール���k-fureai@vesta.ocn.ne.jp
　いじめや不登校などで悩みを抱える
小中学生や、子どもの教育に悩んでい
る保護者の相談を受け付けています。
　電話相談のほか、面談による相談も
行います。
◇日時　月曜日～金曜日
　午前９時～午後５時

教育電話相談

保健センター�・石部保健センター������
◇�日時　月曜日～金曜日（祝日を除く）
　午前８時30分～午後５時15分
※専門医によるもの忘れ相談（予約

制）の紹介も行います。

もの忘れについての電話相談

育
児
・
教
育

相談窓口
○�まちづくり推進課住民総合
相談担当
○�地域総合センター（三雲会
館、三雲教育集会所、夏見
会館、柑子袋会館、松籟会
館、岩根会館）では、人権相
談をはじめとした各種相談
を受け付けています。
◇ 日時　月曜日～金曜日（祝日

を除く）午前８時30分～午後
５時15分

女性の悩み相談
　事前に予約が必要です。
◇日時　４月19日（木）

午後２時～４時
（一人１時間程度）
◇場所　社会福祉センター
◇対象　市内在住の女性
問人権政策課 　

法律相談
　相談は無料、秘密は厳守されます。
予約制ですので、前日までにお申し込
みください。
湖南市商工会石部支所　���77◦4145
◇日時　４月13日（金）
　午後１時30分～４時30分
◇場所　湖南市商工会石部支所

湖南市商工会　　　　　��72◦0038
◇日時　４月20日（金）
　午後１時15分～４時15分
◇�場所　共同福祉施設（サンライフ甲西）

☆相談時間：午後１時～４時
問行政相談…まちづくり推進課
　人権相談…人権政策課
　よろず相談…社会福祉協議会
　�72◦4102

よろず相談・行政相談・人権相談

問商工観光課労政担当〔東庁舎〕　�71◦2332

就労相談

◇日時　４月３日（火）・17日（火）　 午前10時～午後３時
◇場所　女性センター
問滋賀県雇用対策推進室　�72◦9311（相談日のみ）

内職相談

9日（月） 10日（火）12日（木）24日（火）
社会福祉センター
�72◦4102 － よろず相談

行 政 相 談 人 権 相 談 よろず相談
行 政 相 談

石部老人福祉センター
�77◦5045

人 権 相 談
行 政 相 談 － － －

場所 日

○まちづくり推進課住民総合相談担当 �71◦2360　○人権政策課〔東庁舎〕 �71◦2354
○地域総合センター（三雲会館 �72◦3166　三雲教育集会所 �72◦3301　夏見会館 �72◦3083
　柑子袋会館 �72◦2993　松籟会館 �77◦2972　岩根会館 �72◦2292）　
○保健センター �72◦4008　○石部保健センター �77◦7008

地域包括支援センター〔東庁舎〕　
�����71◦4652
��77◦5243
�72◦8100
�74◦4093
�75◦2323

介護についての相談・高齢
者の生活相談・福祉用具や
住宅改修の相談

高齢者支援センターいしべ
高齢者支援センターみくも
高齢者支援センターぼだいじ
高齢者支援センターひえ

消費生活相談
安心安全課消費生活相談窓口〔東庁舎〕���������������������

�71◦2360
　消費生活に関する相談に専門の資格を
持った相談員が応じます。
◇日時　月曜日～金曜日（祝日は除く）　

午前9時15分～午後４時

問：問い合わせ先

心
配
ご
と

高
齢
者

し
ご
と
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斎神社の桜の大樹
（菩提寺）

　寒風に耐え忍ぶ冬が終わ
り春になると、美しい花を
つけ鮮やかに変身する桜。
　例年、市内では斎神社の
しだれ桜が最も早く春の訪
れを告げる。
　全身全霊で咲き誇るその
姿は、木に宿る限りない生
命力を感じさせる。
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　わたしたちは、悠久の野洲川の
流れに沿った美しい郷土を愛し、
先人が築いてきた文化や歴史に感
謝して、活気と希望に満ちた、ゆ
たかで創造的なまちをつくるため
に、この憲章を定めます。

一、 美しい水と緑を大切にし、自
然と調和したまちをつくり
ます。

一、 たがいの人権を認めあい、思
いやりのあるまちをつくり
ます。

一、 子どもが健やかに育ち、障が
い者や老人をはじめ、だれも
が安心して暮らせるまちを
つくります。

一、 ゆたかな歴史を重んじ、香り
高い文化のまちをつくりま
す。

一、 社会の規律を守り、安全で住
みよいまちをつくります。
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こなんこなんこなん

　市民学習交流センター（サンヒ
ルズ甲西）別館で、３月４日・11
日・18日に子ども茶道教室が開か
れ、小学校1年生から６年生までの
13人と保護者が、美しい所作や礼
儀作法について学びました。

今月の表紙


